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春 立. 一 p て* まだ 九日の 野 山 哉 
似. 合 1 しや 新 年 瓢婊五 ヰ 

年 

正月， も 美 濃と 近 江 や閏 ，"月 
去年は 早を m へす されょ. 太 郞月 

I - ^ 

をだまき. の 正月 さま や 若菜の 下 


へ 犬 n と： 猿 e > 世の中ょ かれ， 酉 


立 # 新年 E 月 


* Lc-hi 



元 H 初：！！ 齒旦 


元 


日 


初 

歲 


B 

旦 


十五 。 日立ら や 睦月 b '古 手 PTt 貝 

.. . ■: 

三日月は 正月 tf か $ 誠 ■ R K 

f 

元日 W 田每の 日 ミ そ戀し け： れ 
面白き 朝のは じめ や 三の 花 
元日 や 思. へば、 淋し. 秋の 募 
伊勢に 居て 三國一 の 初日 出 

4 J. 

深 川に 松を 數へん 千代の 春 
空の 名殘 をし 首ん と舊 友の 來 6 
て 酒'# しけ： K 元日. の 甍迄悅 し 
あけぼの 見は づしセ ， 



二日に もぬ か-^ はせ じな 花の 春 : 

: , ■ 

，於 春々 大 なる 哉 春 云々 
かびたん もつ くばは せけ & 君 か 春 
京ち 方き， と 乙 Z に 年を越して 
黧を舂 V 誰 人 居’ ま す 花の 春‘ 
.發 句な S 芭 蕉 桃 ■靑 宿の 春 
伊勢が 賣る 家に 4 來た ぅけさの‘ 春 
，嵐 雪が 1 6 左る 正月 小 棚を 着 方れば.： 

.誰 やらが 姿に 似た- 5 け 3 の 春 
庭訓の •往來 誰が 文庫‘ ょ々 明の 春 g : 評，， 


庳瓸 年始 齒朶雜 漱燈若 蛭 ノ .四 

• 高き 屋に のぼ V . て； 見， ればの 御製/ 
の 有難き をい まも猶 ， 

庭 餛： 皲 ，慮 にて 賑 > 民， や 庭 竈 
年 始 小頭. の數の 子 臭き 年始 かな 

山家に 年を越して ゝ ■ 

0 菇. 霞が 聱芒 齒朶に 餅 負 ふ 丑の _ 年 

雜 煮 今朝 貢は ■ん® の 宿の 雜煮椀 

* 

橙. 橙 や 伊勢の 白子 0 店 ざら し 

4 

若 蛭 ， ■我 年を 棚， へ 上げて や 若 蛭， 子 

年 や 人に とられて 何時も 若 蛭 子 


松. 飾 幾 霜. に 心 aj . 蕉の 松 fii, 

若松の诹'方に影$す光哉 
惠 方 惠方か 6 曳くや 7 とし 7 P 牛の 玉 

蓬 萊 蓬盡 に 聞か ば や 伊勢の 初 便 

/ i • t 

* 蓬 萊や .不二を 見て 來て 江戸の 舂 
書 初 ± 津鑰の 筆の. はじめ； は 何佛 
猿 曳 年： 今や 猿に 着せ 穴る 猿の 面 

萬 歲， 萬歲 Q . 以 と i かへ る や 薄 月夜 

* 

嫁が 君 餅 花や 簪 K さ ■せる ょめ. が 君 
若菜 蓝篛に 今日は 賣勝つ 若菜 ■哉 

松飾 惠方蓬 紫 筲初捣 曳萬歲 嫁が 苗 茬菜 五 


朧 


} 


子の 日 赤 寒 二月 職 • .六 

あ £ がね の ■召されて 若菜 哉 
子の 日 子の 日し に. 都に. ゆか / ■•■友 もがな* 
0 寒 春寒 や‘ 垣. 根に の M 、 る 雪 > かし* 

•杉 風 夢想/ 

二 月 捧げた-^ 二月 中旬 初茄 

神路 山を 出る とて 西 行の 消を 慕 
S 增黧の 信を 悲ひ 

裸には 1 ^ .だ 如月の 嵐 かな 
唐 崎の 松は 花ょ $朧 K て 
あれ 7 れを 集めて 春は®. かな 


子 


、 .. 初瀨に て . ■ . 
春の 夜 春の 夜 や ■籠 人' ゅ か し 堂の 隅 
春の 暮 逾搔か 似 m + 何 .- か 春の® 
- 田家に _の基 を 1 犯 ぶ 

入相の* 鐘 4 き 乙 ぇず 瀋 の 基 

p 

. . 白 川の 春の 末な 6 旅 枕 
ゆく 奢 ゆく 春 や. 鳥啼 魚の目は 目 
' ゆく 春に 湘歌 ，の 浦に て 追.； 3 つき 六 4 
こ ; S 湖水 惜審 . ; 

ゆぐ 審を近 江の ■人と をし みけ^ 5\ 

卷の 夜 # の甚 - lp <# ‘ t 


韻：^^ 指 萌說韻 3 實—: 一 Is 韻 朝 名 
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レ-# 


二 H 觉の水 取 初 午 m 槃會 彼挣接 越 


A - 


二月 堂 
の. 水 取 


初 午 
湼鍛會 


彼 岸 


接穗 


二 月 堂に 籠 A て . ( 

水取や 7 46の僧の沓の音 
是橘が 剃 髮して 醫門に 入る を賀す 
初 午 や 狐の 剃 办し頭 かな 
槃涅會 や 皺 手 合は する 珠數の 音 

伊勢に て. •て！： 

- ，— • # 

神 垣 や 思 ひ も か， けず 涅龌像 
去年 見方る 花寶に .來 .る 彼岸 哉 
今日 彼岸 菩提 0 種を 蒔く 日 かな 
.拾％ のに 梨の 接 穂 や 山屋 ■敷 


•. ■? 龜 


■ 刼 


/こ 


汐 干 靑柳の 泥に しだる V 汐干哉 

淸水程 流る V 沖の 汐干哉 
海苔 衰や齒 にく ひ & てし 海苔の 砂 
. 老慵. . . 

蠣ょ办 は 海苔を ば 老の賣 名 せで 
/ 千里が もとにて 

海苔 汁の 手際 見せけ A 戗 黃椀 
箸の 先杞 花暌 かせけ &、 樱 海苔 
承 もの、 名の 蛸 や 古鄕 の. 烏賊 幟 

* 住める 方は 人に 謳 $ て 松. 風が 別 
汐千 海苔 M . 九 
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雛 見 奇 順 峰 A E 畑 打揀解 10 

墅に 移る-. * ; , 

草の 戸 も 住‘ かは る 世 e 雛 の 家 
內裏 雛人形 天皇の 御宇， とか や 
■貝 寄の. 風の 手品. や 和 敗の 浦 
峰 入 や 一里を くる、 j ^. 山伏 
對 門人. 

栴 ，檀 も て 鳅づ 、の 田 打 哉 
畠ぅ つ， 音. や gf 0 _ |5 麻 
>苔淸水にて> 

凍 解 凍 解けて 筆に、 くみほす 淸水哉 


ム プ て 

I , 

貝 寄 
順 峰 入. 

田畑 打 


t 


此繪書 きたる 人は 檜 原 某 外 記と ■二 

•% S 

て 十三 歳なる 由 筆の 運、 の 美し-か 
i ければ ざれ 句 書き 侍る. 

} _• ぐ 

霞々 6 花の 雲 や 6 煙 や. ^ i 

, ■ / * C ^ 

.季 吟勸進 ■一 

和歌の あとと ふや 出. 雲の 八重 霞 

. ^ 

春 なれ や 名 4 な S 山の 朝霞 
大比枝 やしを 引 捨てし I と 霞 

失 橋歸帆 ■■_': 

7 ; 

夕 霞 赤 石 •の 浦を 帆の ® -: 


.贏 響 


i :v - ^ ^ 
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陽炎 卷雨 

陽炎 


春 


. ニー 

入 & か、 る 日 4 絲 ■遊の 名殘哉 
室の 八 島に て 

絲遊に 遊びつ & 龙る姻 哉 
伊贺國 阿波 庄新 大佛に て 
丈 六. R 陽炎 高し 石の 上 
枯芝ゃ t だ 陽炎の 一.， 二- 寸 
陽炎 ■の 我が 肩に 立つ 紙 衣 哉 
陽炎 ゃ柴 胡の 原. の鷀曇 
.春雨 ゃ蠛の 巢傳ふ 屋根の 洩 
舂雨‘ ゃ尙し をれ 左る 破れ 座 具 



飄 

0 

レ 


永 


春 


春雨の 木 下に 傳ふ しづく. 哉 
尾 州 笠 寺— 納. 

笠 寺 や， 洩らぬ 窟 4 春の 雨 
春雨. や簑， ふき かへ す I 柳 
春雨. や' 蓬を のばす， 草* の 道 
赤 坂の 廬 > て 

-不性 3 斗 かき 起 S れし 春の 雨 
風 春風 や 人 聲ぅつ る 三 笠 山 
春風 や 煙管 咬へ て 船頭 殿 
日 暮遲 き四ッ 谷 過ぎけ . i 紙 草 ■履. 

卷雨春 風 永 £ 一三 
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春の 駒 
猫の 戀 


永： 〇 春の 齙猫の 戀獺祭 魚 . 一四 

' 瀨田 夕 3 .. • ^- • VV ■ 

遲き 日に かは かぬ 璺の 左釉 
鹽尻の 尻 も 据はら ず： 寒の .駒_ 
.貓の 妻篮の 崩れょ* $ 通 ひ け 6 
猫の 戀や〇 時 閨の公 ぼ 5 月 
, . 田家に あ &て ■ ' 

麥振に やつる.、 戀か 猫の 妻 
まど ふとな 天 踏みつけて‘ 猫の 戀 
膳 所へ 妙 X 人* に 

獺祭 魚 .獺の •祭 見て 來よ瀨 田の ■奥 


.1 


V - 相 國寺に て . ‘ - 
鷲' 鶯に 威. あ * 竹‘ 0 .林 かな 

驚の 掠の 葉 磨き 聲きか ひ 
• ® R 片付 r & せ， / 雀 罠 
蠶や .餅に 糞す る. 橡 ■の 先 
水 y 上 ■は 鶯啼 S て 水淺し 
，黃鳥 や 柳. のぅし Z 簸の前 

窓の 岡で 鳴く 日は魏 着 哉 
、 ■甲斐 猿 橋 

呼子 鳥 水 暗* く 日の 舞 • > 谷 や 呼子 鳥 

源 呼子 鳥 一 S 


ノ蜜 雀 蹄 雁 燕雀 子 

雲.. 雀 雲 雀 


一六 


歸 

燕 


雁，. 


■雀 子 


ょ $ 上に 休ら ふ 峠 かな‘ 
原 中 や ものに％ つかず なく 雲雀 
長き 日を 囀 A 足 g 雲雀 かな 

- V , 

高足の ぁと や 雲雀の 眞一暮 
■遁世の 時 

雲と 隔つ .友. ■かや 雁の 生別れ 
盃に 泥な 落し， そ 村 燕 
壁土の 家す る 木 曾の 燕 哉 
媒ぼ V て 埃* ■く 家に なく 燕 
雀 子と. 聲鳴^ か •はす 鼠の‘ 巢 


へ i 


雉. 子姨石 b 啼 きかは し为 ■る 雑 子 哉 

警 / 

、，雲雀.， なく 中の 拍 f 子 や 雉の 聲 
蛇 喰 ふと— 妙 ば！ ろし 維子の 聲 

高- c v > 一’：. • 6 

父母 •の' しきぅ _ R 戀し雄 子 0 聲 
il 安寺に て，：：/ 
山* 鳥 山鳥ょ.我*そかもねんゝ宵.惑；3 

.桑 I 門宗波 行脚 せんと 旅立 0 を ，お 
*. くる _ y \. 
鳥の 巢 古巢方 .ヶ哀 ：， れ：贫 るべ ベ •き 瞵、 哉 

■ < - . r S ^ - 

維子」 山鳥 Jli の S . 一七 



r Jr? 1 L 


-E lit Jyjmp MV 、 'l . J ■ J 




白魚 娃 

白 魚 


一 


一 


藻 ^ すだく 白‘ 魚* ぞ i れば消 次ぬ ベ" き 
白. 魚に 價 ある， NJ そ慽み なれ 

桑 名， ，，：_", 'へ 

* 蛤 の關‘ .白魚の 月夜. 哉 

■ ■ ' , - * 

*白魚ゃ石‘にさは6ば悄 ± ぬべし ， " 

■ / 

白魚 ゃ黑 •き 目を' あ. く 法. の 網 

♦ • 

留 SJ - 
船の 子の 身 魚 おくる 別れ 哉 

雪、 つす しィ ."• ■ * 一 

曙 や 白魚 白 ■き-こ， と 一寸 ： \j 

桂.' . • 古 雄 ゃ娃 i ::- び む 氷の 音ぐ，. •.一 

* ■ . a . - ■ 

P : » 


魅 子. は 目す 6黯 をな， く 音 哉 

- ■■ 

■哀れ S は齋の 巢： になく 魅 哉 
路通に 對 す' 

0 起 & ょ / ^ 我 友に せん， ぬ. る 胡蝶 

蝶の •と. ぶば か $ 野中の 日影 哉 
君 や 我れ 我，. れ .や 莊子 Q ‘夢心 
• もの すきや 句は ぬ 心に とまる 蝶 

一、. -莊 子繪賛 ■，- - 

もろ 乙し の徘諧 間 はん 涨-ぶ 胡蝶 
■ 蝶の 羽 0 幾度 越 ゆる 塀の 厘. 根 


螺. 椹 


;l :_lli ■— ■: ■■ T ? V ^Jf I J 


. . • ■ - UO ぃ , 

吉野を 下る 時 • . • 
h - 

飯 貝 や 雨に くだ 6 て 田 ■螺 紙く 
袖 汚 ごすらん. 田螺の 海士の S まを なみ' 
伊勢の 神 垣の 中には 梅： 一木 4 見 
t ず 子 良 0 館の， ぅし Z に 一木 あ 

> V * 

，といへ ば 

卿 子 良 子の 一本 ゆかし 梅の. 花. 
遠乘 ” 7) .出合 ■が らや 原の 梅、 

- 餞 乙 州 衆武行 > : . 
褥若.菜鞠子の‘宿の_と_ 、汗 








I 

霞 



梅が 香に のつ と〇の 出る 山路 哉 


也 里は 萬歲 ，遲し 梅の，； 花 1 
，爾代 民、 部の 息に. 逢. び ■.て / 

梅の 木 •に 尙ゃど 6 木 ゃ 梅の： 花 

/ * 丄 , 

输さい ，て' 喜ぶ と* 4 の 景 S 哉 

# 

常 7) 花の， がれ. に 妙- な _梅 ' の 花 

天胂濱 ■ ■ . . 

n ツ 1 项 S A * 

\ 和 

«. 

B ■ * 

+C 威德ぁ 6 梅の 二 tt 
こめ 梅 it 牛ネ 初音と なきつべ し： 


4 


梅 


- " . ， 一三 
古里 •の 梅 や 浪速‘ の 二 年 越‘ し 
梅： 白 •し,. 立. つ 色の 小 醒ヶ井 
•淺 草の， S ほ ゲにて , 

留守に 來て梅 さへ 餘所の 垣 ■根 哉 

广 ■ ■ - 

虻の 水 tc ■白魚 匂. へ 梅のは a 

■ ン , 

: 伊賀の ある 方... に < ‘：' : 

旅烏 古巢 .は 梅に な i に け 6 

f 

晖と 6 て 八重. は 暌きけ ■々梅 0- 花 
.盛 6 なる 梅に 素手， 引く， 風 もが ■な 
梅： 睽くや ，しら、 黎窪一 京大 郞 



, , ‘尝 


あこぐ を 0 心は 知らず 梅の 花 
-B S く丨や 臼 0 挽 木の， ょき 曲士， 

旅 ^ の寐て か & 霞 P 野. 梅 哉 

i - h 

秋風が 鳴澈の 山家を 訪ふ ■ 

梅 ■白し きの. ふや 鶴を 盗まれし.' 
世に 匂へ 梅花 一枝 •の 鶬鶴 
■•伊賀の 山家に 雲丹と いふ もの あ- - 
、土の 底ょ々 掘 办银て 薪と. す黑， 1 - : _ 
色 1 にして 惡 & 句 あ & : . 

.香， に 句へ •雲丹 掘る 岡' の， 梅 ひ 花 .. .V 


4 


び 


. ■ „ 二 四' 

柳. 見に、 誘： > や 梅め 都人 

8 :み 某 陸 奥べ 下る を 馬の 餞し ■て 

* * 

g 作 念ょ 戡の 中： 衣， る 梅の 花 

’ 折# の讃 ：：；. ，._ ‘ 

此槌の 昔.. 椿 か 梅の 木 •か 

CV , - . 

愈. 梅： や 見ぬ .戀つ くる 玉 簾 
主欢 .きを.， 很一み 顔龙る 野 梅 哉 
園 女が. 寒に て ■. ■ . ■、.へ 
暖 ■簾. の ■奥％ の® かし‘. 此 •.め 梅 
里の 子， ょ栂拆 6 の . M . せ： 牛の 鞭 


卓袋淳 ■月. 待 

月 待 や 梅* かたげ 吵く 小山 伏， 
去來の 許へ ■なき 人 0 事な ど 言 a / 
遣 + すと て. ： .. . ， 

藍 | の ^ .. > ..み4,少し梅の..花 
何. 某： 亲八 去， 年の ± 月 身 まか 6 し 
を 一周 思の 程 に 父 梅 丸 子の 方へ 
，申つ かは しける ' へ？ 
梅.が香一に':,昔/の 1 .'|/字哀れ也 
梅 折 6 て 椿に 迷 ふ 袂か… な 


、柳綠 


梅 


松 © 花綠 ■柳 ■‘ 二 六 

■ , ■屬 

.春 4 や ■ >豪. 色と V の ふ-月 •.と 梅 

'、■声 挪 ? 2y v . •诺， 衆‘ か 在 % 女 散 

か ぞへ來 ■ぬ 屋敷々 A . 梅 WJJ 

. .松嶋 ' ..ぐ.，.-:-. •' • 

松の. 花 '松の 花. 苫 ，屋見 ■.に 來るダ 哉 

高 砂の 松は 寬永 年中に 枯れけ 

* * 

今 若木 尙 古を 恐れ. け 4 , 

植奏如 へて： 目出度：.® 0 綠哉. 
古川に 己， びて 事を 張. る 柳 哉へ 
梅 若 塚は t \ . 



柳 


けづ $ か け .しても 柳は みだれ 髮 
鶯 ■を 魂に. 眠る： か. 嬌柳 
入口は 柳に/ g > ぼ 5 吉野哉 
腫物 K S はる 柳の L / びか® 
を弋乂 の 心 柳’ に ま‘ かすべし 
八 九. 間、 空て _ 降る 柳 哉 
f 傘で 押し わけ 見た る 柳， 哉 
餅 雪を 白糸. となす 柳 かな 

野： ど 山の 中， に 二 本 柳. 哉 

* % 。 / 

輪 乗す る 若衆 也 -® る、 柳 哉 

、 • 一一 七 


ザ ■ 






桃 


V 椿 桃 ’ . ..二八 

椿 麓. の. 笠. 落し， た ■る 椿 かな' 

4գ 4 *■ ■ 

、 不.， 二 .に ゆく や 椿 k かくれ 家 一. つ 

一 * 

J 落ち S 爻' H 水 M ぼしけ， 6 花 權 

棄に背 く 椿 や： 花. の餘： 所 心. 

■ _ ^ 

猫 上*‘ 下， 茜 ほす ぼ や 桃の ■花 

箪庵に 桃樱 あぅ 門 入. に 其 角 嵐 雪； 

- ■ f _ , 

あ i 

J- 

-兩' の‘ 羊に 桃， と瘿今 .草 0 餹 
尙 白と 伏 見へ 行ぐ 時、 

:只 一夜：' 桃に 宿 (借 石 伏. 見 ■哉 


:伏見 西岸 寺の 上人 P あ CA て . . 

4 _ 

我农： に ふし. みの 桃の. 譬せょ 

煩へ ば 餅 乙を くは to , 桃の 花 
舟 足， も 休 •む. 時 ■あ ヶ濱の 桃 
’ 風 山. > 

花の. 山. 二. の， ぼ ■ガば 大悲閣 
世 や 人 や 花に も其智 •三十 里. 

I ■ , 

盛， じ や 花に 坐 浮 法師が h め夕妻 
、花の 下にて ほ 句 蟹 まれて 



花 


Ho 

花 仏 明かぬ 恨* みや. 我の 歌 袋 
蝙 § も 出で ょ. ぅ & 世の 花に 鳥 
鐘 消ぇて 花の香は 撞く夕 哉 

花の 時 爺は 目， 出度な i に け i 

_ 

セき ち*-* くに 蝶 もてく る や 花見 酒 
瘦脛 も— ればぞ 花 A 吉野山 
夏 近し. 其 口' 允は. へ 花に 風 

.天. 者 法師 ゆ 費-’ 、■:.:■， 

月， か. 花 か 問へ ど四睡 0 •眠 哉 
世に 3 かる 花 K 4 念怫 申しげ 5 


花 


地 ^ 为 > れ根に ょ H 祀 の わ. 力れ 哉 
先/づ 知る や 宜竹が .反 八 c 花の 雲 
, 1 袋： 賛. \ : . 

4 の 干 や 袋 •の 中の 月と 花 
小， 初 ■、瀬 や 花に 暮れ ゆ t はん 屬 
京は 九 I 九 千 群集 0 花見. 哉 
山は 不二 このみち れく R 楼かな 
ぅかれけ t る 人 や 初 •_ の 山 樱. 
吹く a . に 尾 細 •ぅなる や 犬樱. 

- . _ /.い： 

礎 01' や/櫻 ^ ? ゆす" る. 波の ぐ ^ ベ 

.丨 . S 


al 

H 上 r れ狀©仕舞ぅて紙 = 井# 
薄ょ < ば ぅ， た 味ん も* の： を 櫻 散る ? 
裏表 名を ■つけ 私へ る.‘ 山 樱 ■ 
山 の 名を 得て 散る を/^ を！^ なれ. 

P. . 7 , 

姥 さくら 暌くや 老後の 思 W 出 
.世 女 S か* に 捨處： なき 山.® 
寵風呂 .や 梅-^ 樱 'も， 忍 ぷ； .草 
顔^ 似 g 發旬 も' 出： て ょ 初 n . 
まつ 花や 藤 三 か- 吉野山 
花の 顏に 晴れぅ" てし ， y ■や 寵甩 


阿蘭陀 も、 花に 來に •け. &. 馬. k 鞍 
花 ■■に 舍 A 瓢/ 先， 生 •と 自ら 云， へ 6 

着‘. て も •.見ょ 甚兵衞 が 羽 折 花. 衣 
露沾 公に て 

西 行の 庵 も あ & ■ん ■花； の'. 道.. 

路通が みちの く K 赴く 時 
草 杭 ま 7 との 花見しても 來 .ょ 
:僧專 . 昤餞別 ： ■ 
鶴の 毛の 黑き衣 や 花の 雲 
奈良七 重‘ 七堂伽藍 八 ハ 重. 樱 

ヒ 1 三. 


1 


亡 




巧 


■; _ぃ II 


ま 


v v: : . ^ ■: . 




kj 


初花* に. 命 七十 五 年 T ほど. 
暌 ，きみ だす 桃の 中よ ヶ澍雙 

I H t 

初樓を しもけ ふは よき 日 私 

^ 

蝶. 鳥のぅ は. つ、 き 立つ や 花の 雲 

+ ■ 

山. の 名 i & し 花の + 山 0 if 

* 

.尾 張の X よ A 淡 酒 一 樽 木 曾 0 獨. 

f 

■活茶 一種 おく 6 しを P 9 人 { c a ろ 
むる と t 

飮明 けて 花活 v k v せ ' li 1 二 升 樽 
花 ^ 寐ぬ； れ？^ た C び か鼠 0 巢 


% 


p 


i 


三 井晚鑓 

疏 に 片破は なし 花の 鋪 
肅 山の 許 忙 て 探 雲. が齋 ける 琴. の 
，赞に ./ . . 
散る'花ゃン鳥$驚く琴 0 ,塵 
. 須 ，磨 寺に て. , / 
風な きに •散る や 若木の 花樱 
孤石の みち 0 ' に ゆぐ を 送る， 
ひく 起に 隣の 花の、 匂び かな 
此花 •.の 主 顔 ■な- Os 尾/ & . 鳥 

〆 . •三 五 , 


飄 .竹 庵に 膝を. 入れ' て 旅 0 思いと 
安 か-^ け. れば ■ 

花を 宿には じめ 終-^ や 二 十日 程 

玲 nr* \ ■ 

, 3T P ス •: 
子に 飽く i 申す 人 R は 花 も なし 
上野の ^ 見 R まか i ける tc 人 ^ 
幕ぅちさ_ゎぎも 0 、音小唄 0' 聲_ 
さま-^ なる か * はら 〇 搔 陰を . 


为0 みて 



I 


松風を 花に 感じて 居た み-哉 
'玄 虎子が 深 川の 旅 舍&訪 ふ 
花見 k i 3 す酱遲 じ 柳 原 
'支考 東行 餞別‘ , ' 

此.： 心 推せょ 花， に 五 I 一/具. 

/ 上野， の. 輿. 

花に 醉へ 6 羽猶 着て 刀 さす 女 
紙. 衣の孺 ると 毛 折 6 ん 雨の 花 
:: ...洒落 堂骷 

四方， ょ。 か 花 吹— 入れて 鳴の 海 


べ_藤堂橋本子に.て、 ,:て：. 

土手ぢ 松， 花や 木深き 殿つ く . CV 

乂二 見の 圖を砰 み-て： . .： 
•ぅた. が ンふな 潮の. 花 4滞 0 、奉 
，ょ [^ 野に て‘.： 

屈 盛 A n は 01 "ご. ろみ 朝 朗‘. 
^^ ^ . ■.睽 .■力： ぬ g ... 0 ぁ."^ かや 藏王堂 
龍 巧 R て 二 句 ： ：，、• „ 

酒 0 ノみ' 代 語らん が V る 瀧の 花 
: || 門 0 ,.花や上戶の 4* 齑に：せん彳 


. 大和 草 尾# •にて.：/ 

花， の 陰謠 .'に.. 似 衣る':. 旅 ■寐哉 

花 の 陰'.. 視 ■.にかは る 九. 瓦 

+ ■*- 

. 宗鑑 •守 武負德 は 風雅の 天工を ぅ 
' け 得て 心 匠を， 萬 歲 .に 傅 ふ 此陰に 
，遊ばん 宅の 誰か 俳諧を あ ふが ざ. 
£ む，* 

L . _ 

明 花の 7 れやま M との 也 だち 
酒の み. 居る 人の‘ 窬に 
月 花 もな 〔く ‘ て. 酒の むびと 々哉 


花 


mil 


.. \ 、 • 四 o 

+ v 

景淸も 花見の 座には 七 兵衞 
花の香” 4 同，， じ贶の 白 茶 哉 

古寺 や 誰が. ぅ总 すてし 花 一木 

*■ • 

鶴の 巢％ ■見ら る V 花の 葉 越 哉 
物 皆 自得 . 

花に 遊ぶ 虻な 噴 S を 友 雀 
鶯 も. 笠 着 セ.也で.ょは，なの雪 
旅立ちけ X •時 、. 

此 ，程 fc 花 •に 禮：い ふ， 別れ. 哉 
ぁすは 檜 木と かや 谷の， 老木の い 


へる乙とあも&のふは夢と過ぎて 

• r , 

■ . 翌は s : t だ 來ふず 只 生前 一 樽の * 

^ _ 

/のレ ，みの 外に あすは-^- とい W へ 

^ * • 

._ - くらし.て終に賢者の譏卜ぅけぬ' 

■ 1. 

# し； 3 や. ば』 なの あ * ■の 翌檜 

• . • 

葛 城の 麓を 過ぐ る 時 ♦ 

猶 見， K し 花. K 明け.. 行. く 神の 顔 

* - 

•鶴‘ 下 て 七日 花見る 麓へ 哉 

或は ■ , 

花， 睽 S . で 七日 鶴 見る 麓 哉 

' ■ _ 

■暫くは i 花 0 上なる 月。 夜 哉 


花 


•> 四 二 

、種芋 や. 掘 ■'の 盛を 賣 A あ $ く 

* fix 

.花. 0 雲 鐘. 加 上野 ■か， 草 か、 
• ' 伊勢の 國花垣 の 庄は をの、 かみ 奈 
良 0 八重 櫻 •.の 3 , ■ に 術せ 6 れ ■ける 
土 云 s 傳へ侍 れば , 

J a 

一里は 皆 花— 守の-子. 孫 かや 
何. 0 永：. の. 花. と ..7 P ■知. ちず 句. かな 
飽 ■なる 奴 花見る. や •誰 歌の 叢、 
花 〆 浮世.、 我 ■•が ■"酒 白し 飯 黑し 

て； , 

味 力の. し比冀 の 中は： 花に 鳥 



世 R S かる 花に も念佛 ■申しけ i 
日 暮る； .れば 落花に 雪。 の大 井川 
, : . 草庵 ：/. 

觀 音 ® iiT 見や 备〇 花の 雲， 

T ^ ' 

■秋風が 鳴 瀧の 山家を 訪ふ , 

■ * 樫の 木の 花に，、 かまは g ■姿龀 
- •春風に： 吹 出.：： し 笑. ふ. 花 •もがな 
. 深 川 やと 乙ろ-^- に 花 吹.，® |1 
■■•法師の 箒と 6 たる ■盡に ブ 
、い •ざ 落滟眼 裏の 埃 掃き 拾て A 
花 • . 四 111 I 


花 


i 


； , .四 四 

窬賛 ， • 

花は 世を 江 K 方角 0 法、 師哉 
木の下に 汁 V 膾も さくら 哉 
探 九 子の 君 別 墅' 花昆催 ふさせ 
給び ける. C まか 办 て 
S ま^—； のこ. と. 思 ひ 出ず 櫻 哉 
宇 日： の. 南ょ 6 長し 糸® 

lg し ■ 名 や 櫻の 下 0 野人 參 
雨の 降 4 ければ 

■ V 

草 1 の尻 ?:- 办て歸&ん山樱 


春の、 夜は 櫻. K 明けて しま ひ •け i 

歌. 詠： 7) .先達 多， し 山 櫻 
句 空への 丈に -ノヘ 
羡 •噯 'し 浮世 〇 北. の 山輕 
吉野 R て/ 

山、 樱志ふ く 7 P の 1 W づーク 
水ロ ドて 二十 年を 經て 故人 土筆 

* n. 

に 大仙 寺に 逄ふ. .. 

命 > 2 つ 中. に 活け* る ■.哉 
櫻， 狩き とぐ‘ や 日々 R 五 k 六 里 

. , - ■ 四£*, 



花 敵 m 


躅 


• . • m 六 < 

' 上 醍醐 にて：. ノノ 

• - r 

留守と S ふ 小僧な ぶらん 山 ■ 

• * * 

■. 笠のぅ 6 ic 書付け る 

!■ 

ょし野に •て 楔 見せぅ. ぞ衝木 ^ 
屬 -* { c •て 酒， くむ 陰 や 散. る 櫻 
，合： は. しや S の 粉 飯に n 狩 
i し"^" や樓 を 7 やす 花‘ の® 
鶴 0 集-も 嵐. の 外の 樱哉 
窬讃： .， ■ . 

裾 IJ や® •吐 ^ あとの 夕つ、 i 


即興 

■つ •、じ 活けて 其. 陰に 干 _ M 3 く 女 

r 

‘ . 以 と $ ..尼‘ _ 屋す. げ f し _ 白 踯 躅 
0 草臥れて 宿 借-る 頃 や 藤の 花 

留守.に來て棚探しす..，る藤：の袍/ 

^ * 鏵 

木の芽 切. 株の， 立を 見れ' 政 3 くら； 哉 
■.，寒に 雜 永を. 越 •ゆ V > 
ゆく に まだ 春を 見し 6 g ■ 木の芽 哉 

' ■ : 窬讃 ; :- 

山-吹 山吹 や 字 治の 熔爐 7). 说 . X 時， 

随腿厂 藤 木 © 芽 山吹- .*. ■ ,担七 


U 明柒 ©花. 辟の SI 土鏔 m 


E a 


f 


菜の 花 


藤の 夔 
± 筆 

堇， 



ぉろ < と' •山吹 散. るか 擺 0_ 音 
山吹 や 笠 k さすべ§烫の>取 
⑴ 吹の/露 菜の 花の かこち. 摩なる や 
なのはな此-な5て.戀^るや：猫の妻， 
菜 g に 花見 顔、：， 念る. 雀ん 哉 
園縻 き德 .ぁ ' 6 ■; て* ^ を 藤の 甍 
麻' 爾. 太. 右.. 襟.. ■.ょ.， r 技. ふ〕.， や.. 土. ■へ 筆.. 
，：呂 丸が 旅に， て 死せ ^ を 悼 仏. 二 
當歸 ょ. ぁは.. れ；； は ■廣 (の 堇草 
4 ^津 c s • つる 時 山路を 越 ■念て.' 


蒲 公典 
芹 


苢 

，嫁が. 萩 
春の 草 
草 若葉 


山. 路來て 何やら ゆかし 堇草 
蒲. ぶ 英や鶴 も來 ，て 摘め 松の 陰* 
: 悲唛ん や 墨. 子 繞弃を 見* て も 亦 

r ■ r 

1 i 

山庙子 芹の 飯 煮さ： せ‘ て 深 III まで 

.» f 鳴 

持ちき I 左る これに 

我 / 2 •めに I 哺の こす. 斧， の 食 
昏摘ん て 貧なる. 女 機 ^ . .，倚る 
さかな W やい v ちと 妻： も 嫁が 获. 
木 曾 0 偕 雪. や 生 ” 免 g く ： 春の 拿 
芋植总 v pg は * の 若葉 哉 


粟 蒲公英 芹 _ 嫁が 務# の 草草 箱 窠 


四 九 




ro,-v. 

4 


•ル 1 , • _ _ . ... 


, r t ? 

薊 卷雜 ：■ ■:‘ • 

. V -. 五. 〇 

李 下 ^ J ■を 贈， る .<. 

—— 西蕉 植最て 先，. 僧 . .'■ む. 荻の 二 葉 哉 

“龍向 41 に 逢 ふ ■有. 職の 人は 侍れず' 

物の 今を 先 問 ふ. 获 (の •若葉 哉 
•若草 や： 狼， 通 > 道. ながら 
. 薄 さで 若 戈 や S しや 破れ 家 

スま办衣る雨や二葉 0 ，茆.子苗 * 
I , 花は 賤の 目 J も 見えけ. - CS 鬼 飾 
# ^ ，面‘ 岛ゃ ことし ひ. 審 Q 旅の空 


夏來る .夏來 て も 只 ーッ 葉 ® 1 ■ッ ホな 

- 4 . 

四 月 思 CA 出す 木 曾 や 四， 月 0. 櫻 狩 

さつき H 十日の 不二を 思び 乱ら 

‘ る ゞ 杞 . . 一 * . 

五 ‘月 H R ■か 、る 時 や 殊更 一^月‘ 富 士 
六. 月- 六月 や 峰 に. 雲 > 置く it . 山 

水無月 ぼ 擺病や みの 暑 哉 
- •水無月 や 鯛は ぁ. れ： ど.\ 鹽鯨 

蒽來 S 四月 五月 六月 j 、五 - / 




六 男 夏の 始 W の 日 短夜 i 夜凉し , 五 二 

‘ 。.雪の®. 左， 勝 水無月‘ の 鯉 
.... 泔 光. 裏 見の.. 瀧 

夏の 始 窨くは 瀧に く* も*. る， や. 夏… の从 n 
夏の 日 遠 域 や 夏の 白の杻：の舟と、ろ 
短夜 短夜 や. ■驛璐 の 鈴の 子に つく 
夏の 夜 HQ: 夜 ■や 崩れ. て f け，. し 冷し 物 
凉 'し. 凉 3 年 椽上 4 , 足を ぶち S _げ -る 

凉 3 を 書に 寫しけ $ 靡 峨のけ . 

. .尾花 澪淸 風亭‘ 

凉 r& を 乱 宿に して 寐まる & 


凉さや ほの. ■三日 n の 羽黑山 

■ 長 良 十八 樓 ：' 

- 乙 の あ 2 い 目に 見 ゆる もの 皆凉し 
松風* の 落葉 か 水 ' の’ 音 凉し 
小 鯛 S す 柳 sf しや 海 ■士 ■が 軒 
野 水 新宅’ ; : ■ : - 
凉 s + 飛.- 驛の •匠の 羞-屬 哉 
野 永 隈居を 思 V ひ-立-ちけ 5 に 

は ■差圖 K 見 ゆる 住居 哉 
g s •や 直 r 野* 松の 風 0 艰 

, , 五三. 


凉し 餐 5£ 疼 秋ち かし 、 35 L 0 

凉.； やゆく 先 令の， 最上 川 
, ，淡 越 や 鶴 脛ぬ れ—て 海凉 .し 

文 鱗 生 出 山の 御 形を. 贈. os ける を 安置して 
满 無佛 草.. の臺 4 凉 しけ 
暑‘ 蛤の 口：' しめ 七 居る 暑さ かな 

暑き 日を 海へ 入れた々 最上 川 
此 .頃. & 暑さは、 なんと n •逍遙 

号 

夏 寒 夏 寒し大 ，佛 暮れ g 堂の 中 
秋ち かし 秋..近き心 0 \寄、るや、四蠱半 
. • . 井將氏 水樓 ： 


K 


夏 


E 夏 


世の中， や， 湖水に ぅかぶ 波の 上 
- 衣' 一つ 脫 S で 後ろに 負び ね 更衣 

卯* 月の 末 庵に かへ & て 旅の つか 

■ — fc 

.れ をはら す.. 

夏" 衣い まだ 虱を と & つく S 4 
杉 風 生-夏衣 S と淸ら かに’ して 贈 
. ヶけれ ぱ : . 

S て 、， や ■我 _. き、 衣 着た ぅ蟬衣 
夏 紙 衣 辨慶は夏も紙.衣 0 *羽、織哉 

i 瓦 衣， 蠢衣 一？.、 五五卜 


S 羽赖龈 チ霖無 背 S し聶 卸. $、 , 

夏 羽 1 : 別れ 。 ぱや笠 手に 提げて 夏 •羽織 
帷 子 S - 香 山 帷子 ほして 通 . i . け i 

奈良妃 て 鹿の子を 產む を焉 て电. ■ 
. • 日 K 為いて を かし けれ ^ * 
灌佛 ’灌佛 ：の 日 R . 生 ■.ル 合 ふ.. 鹿 子 哉 
‘软 遺 蚊 遺せょ. 夢見て ゅかむ 竹％ 
靑ざし 靑ざ しや 草 •餅の 穂に 出で つ 6 む 
富 蒲葺 菖蒲 ■■'生へ*^ 軒の 臟 .の 髑髏 

俗求にいざなはれて五見四，日吉 
.岡 求 馬を 見. る. 五日. はや 尼す と 鄙 



% て. 

4 ，花 菖镛 一夜に 枯 'れ 1 % とめ 哉 

. 留別、.： ， - 

.あやめ 草 足. に 結ばん •草鞋の 緖 

、 ■ 陵藤庄 司が 舊 ，跡 m 寺 ^ 義經の -太。 
刀 渉 慶 0 笈 をと u め 九 什物と へす 
幟'笈も太刀_4五‘月に：かざれ紙幟 
筛 腺 結 ふ 片 ，手‘ K は. §: む 額， 髮 
麟 •飼 一文 9 酔の： 錢 ■落. ■す. 藤 ， P .费 

搗舟 7 P 通. or 過ぐ 名 程 K 歸る とて 

■ _ - 

酋馨棒 飼ン / 芄化 


■竹 辭日 冷 汁 晒 早— 田 描 ン ■五八 

- 面白 AA て， ■や； が t : 悲き鵜 舟. 哉 
■の$ 左 やと 子. •の' 聲暗 き鹈舟 哉 
I 降 £ ずと も' 竹 植ぅる 日は 簑と笠 
* 冷 汁 や須 磨と 明 石の 帆 懸船 
野洲 rll や 身は 安 か r ぬ 晒 臼 
早乙女 ••に 姿の. ぞま え 忍， 益 習 
柴つけ し 馬の 庭る ^ ■■ 甘 g 酒 
尾 張 R て 舊交. に 對す 
傲を 旅 ¢ とかく 馬 0 ゆき 戾 
等躬 とい ふ 4 の、 白 河の 關 ■いか 


竹 醉日 

/ 

冷 汁 

# 

晒 

p 

早乙女 

一 

田楢 


3* )1 免 0 るやといふ ^ . 

4 

風流のは ■じめ や 奥の. 田植觖 

S 

田 V ; 枚植患 て 立ち去る 柳 ■哉 
不二 詣 ■不二，， の 風； や遍 K . のせて 江.. 戸 土產 
納 凉 m 鉢の ほのかに 響く 宵 "す \ み 

■.風. 瀑记 餞別， す 

S れずば 小夜の 中 山に てす くめ 
東武 i & * $ て 人 々•に 對 面す 
“東路 の 毛脛 恥 かし 床す >み 

田植 .不二 詣納凉 五 九 


凉 


: 六 Q 

小夜の 中 山 k て 

f 

ks 

命/な. - CN 僅の 笠の. 下.. b 凉 

破風 k . 日影 や 弱； る， 夕納凉 

唐 破. 風：. や 日鮮 陽炎 夕納凉 

破 「風： 口の 入日 や _ § 夕納 凉' 

あ：？. み ■山 や 吹 一浦： か 妙. て.. 夕 納凉： 

.. % 

花 0 上 t ぐと ょまれし 嬰の 老木 
西.. 狩 法師 0 かたみを 0 .乙 す 
夕. 晴や樱 にす) む. 股 ) .花 
百 里 •來 •る择 は霉 井の ■下 紙 凉 _ 


箱 狎 せょ どち ■も 身の ^ 2 め 夕納 J # 

■ ■ 踔 條 H ： 原納麻 ， ' - 

1 * 

'川風： や 薄 ■かき 衣 ^ る 夕納孩 

* , / 

- ‘新车 丑 水亭记 てん 
、氷.. ■室 水，- の I 永. 室. 尋 ©る 柳 かな- 

，.田家 V ■ , 

飯 あ ふ .： r _ が 馳走 や 夕納凉 

晋 ^ 淵朗を •羡 む -- . , ■ 
窜 窓形に4寐.の臺：や盧 
吁 婦人 押し やれば 柙しや る 咬 V. の竹婦 A 

.納凉 •水 室 窺 竹插人 ■' •六， 




汗. 土用 干翮扇 心太 ■六 r : 

汗 .汗水. や吉野 泊 0 策 山伏 

汗の 香， に 衣、 ふる はん 行者 堂 
千 壬が みまか $ け るを 聞きて 美 
濃の 國 ょ > 去 來が. 許べ 申しつ. か 
はしけ. る * 

土' 用 干 u : き 人の. 小-翻 ■も ■今や 土 m 干. 

かけて 置. く拂 ，子 や 智 •慧 0 土用 干 
, 盤亭 ぅし Z 向き 龙る像 
國 S 園 肩と 4 ...て‘ あ t がん 人の ^ 向 


. 'ネト 追悼， 

道 明 寺 ：水 肉け. て ぁ L と. ひ 給へ. 道 明 寺 
I 1 狩. II 狩 や 伊-# 武者 J - 皆 赤. 輝 

. 秋 鴉 ■主人の. 佳景に 對す 

* •■■ 

夏 座敷 山 も 庭 も 動き 入. る V や 夏 座敷 

■ ■ f * 

鹿の角 分： 二 俣に ^ かれ もめけ， 鹿の角 

, ん f 

鐵拐が 峰 R のぼる 二 句 

, : * , 

時 鳥 時鳥 消兗ゆ く 方 や) 島： a とつ 
■ ♦ 須磨の .ぁ. ネ：の 矢* に、 嚼：く や 時鳥 
_ 時.，， 鳥、 大. 竹. 駿 .を 派る 月. 夜 

道 明 寺 川 狩芨 座敷 鹿の 沟分晬 患 六 三 . 


木 か：？ れ K / 茶镝 '聞く'.: や 杜宇 、 

tf と、 ぎす哺 ■くや ■黑 ^ の濱庇 

* J 

1 ^ 規 まねく か 麥のヽ 村 尾. 花. 
見 か r 各の：： _松； の：梢や時鳥 

m - 

田 や麥や 中/ ■に' も 市： の丨 時. 鳥 

- , ^ 

時鳥い 兔 だ 俳諧， 師無き 世 哉 

V _ 4 

烏賊」 寶 V 0 聲 ■:曾 きらは し 時 島* 
暫し間 も 待. つや 杜鵾. 千 牟 
清く， 聞かん ノ 耳； 代 香： 驻ぃて 時 3 
岩鹼 躅染む る泪や ほと，、 ぎす 


不卜！ 周 思 琴風勸 進 
時鳥® く 音 や 古き 硯箱 
時 鳥聲 .橫ふ や 水の. 上 

が •- ♦ 

嵯峨に て. 

京は 居. て 京な 0 かしや； 子規 

郭公 ■啼く や 五 尺 ■の •富/蒲 革 

曙 や嗳だ 湖①にほ と、， ぎす 

曉 .の 山亢 とし 1: ほ- V 、 ぎす 
. ^ 

-寺 '鳥 ® き，^^ ■とぷ ぞ 忙はし 
橘 や $ 0 の， 野中の 時鳥 

:六五 * 


時鳥 . ■ー ハ 六 

. 時一鳥疋；月は梅. 7) 花.暌け，如 

•.さし 竿 かき ^ る 扇 に.〃 

鳥 3 し％ 竿 や 捨て. けむ 時鳥 
‘ 奈須 野に て - 

■ -p , i 

野 L を 横 n に 馬， 引 5 向けよ 時鳥 
* - ' 笈負僧 • . . 

. 見ぇば や， な 出立々々 の 時鳥 
日光 裏 見の 瀧 - 

，■時鳥- 襄 '.見'， の •輝の： 裏表 
. • •: みちの <二 ■■見， の 桑門 同行 二人 那 


* 


須の篠 原を 尋ねて なほ 殺生 石 見 

んと 急ぎ 侍る 程に 雨 降 6 出て け 

f - & 

れば. : 

落， ち來 .る や高久 の 宿. の 時鳥 
黑燒 ，釜 割 0 て猞て 、'け 3 時鳥 
暗-け や啼け 耳の 酸ぅ. 5 る 時鳥 

r ■ * * 一 

も 靡 

芦の口と 沪ふ と£ .ろ R て I , 

■ ■ ■ , - 

戸の P . に 宿‘ ■札 名乘 ，れ 時鳥 
口 ' u れ 油， 月梗 の 時鳥 

t 小夜の 中 山..’ ：，， ？.. 

. t , 六 七 

: ■ V ^ 


f 尨 港 無 ^ 子 跽水 4 の 集 水難 、 '六 八 

. V 

け、 れ なく 橫を i ふ & て 寺 鳥 ' 
走 驚'. 驚の 老を啸 ぐな 6 .茶. 木 富- 
閑 子 鳥 ぅき 我を 淋しがらせょ 閑 子 鳥 
水鳥の 巢 巢立ちせ.-^躺の.子や海を戀 る£む 

^ V * 

間~ の爽 や巢を ま； \ j .は て 嘯く 千 i 
水 ■雞 I ぅ‘ てを れば .水雞 .や 渡し守 

す . 

••.露. 州. がと 4 がち 佐屋 まで 道 おく. 

. i してと も K 山 田 ■氏が 家に か.^ 

..私す ： ：_,: •: / 

ン ，水 :* な. < と 人の いへ W: や 佐屋泊 


奥州白河にて：：. 

* • 

關 守の 宿を 水雞； .に. 問 ふ ものを 
. 大浲湖 仰 亭 

, 

こ' の. 宿. は 水 鶴. ■，も： 知 今 む 扉 哉 
行々 子 能な し、 の嗯‘ 上 我を 行々 子 

鵜 飼と $ ふもの見.侍らん > 暮.懸 . 

• 骨 

姑 ま 农： . V : ぐ，； S . 長； 良の 川 の 1^ 鰭 
初 松 魚、 ■鎌 倉を 生き イ岀 でけ ん初松 魚 
■ . I 魚 賣一ぃ かな.. * 人 セ 醉は す&ん 

水路 行々 子 ■貼 初 松 S . , h 六 九， 






螯蚊 


I 


勤 松满' ，雔リ ，：ぃ 』 ■七 〇 ■ , 

又' 越えん 小、 夜の 中： 山 初 松 魚 
精進日 殘 5 多 3 ノょ初 松. 魚 
秋 7) 坊を幻 住 庵 化と c gj て . 

我 宿は， 蚊： の ••.小き を 馳走 哉 
草の葉を， 落ち； る J - cy とぶ 整. 哉 
愚に くらく， 溯を 0 かむ 螢哉 
書見，れば首.筋亦.&發哉 
あの' が 火 ■•を 木々 の •禮や 花の 宿 
:木 曾の 旅を 思. S 允ち て 大津 にと 
ど 1 K る頃瀨 田の 瑩火 R 出で \ 


蝸 


s 


ffi 


ブ 乙の： 整 田每の 月に くらべ 見む 

上 林 三 入. 亭 . \ . - 
螫見や 船頭 醉ぅて あ ぼ 〇. かな 
■森 川 許. 六錢別 ■二 句の. 內. •• 
ぅき 人； の 旅に もなら ベ 木 曾の 蠅 

山中 逗溜： . 、 

、 • f 

搔虱 馬の 尿す. る 枕 A と 

富士の 吟 • i . ■ . 

山. の 姿蛋が 茶臼の 覆 かな 

■ S 臃 

牛. 蝸牛 角. ふ わけ i . 須 磨. 明 石 

被蠅張 ，蝸牛 • ， 七 一- 


蟾 


這办出 V ょか s やが. 下の 蟾の聲 
無常 a 速. ，■ / . 

頓て. 死ぬ けしぎ は 見 4 ず 瞰の聲 
‘稻 .葉 山' - 
擂く鐘 名 ■響く や •ぅな- Cs 禪の聲 
立 石^ ^ ' 

閉 S や 岩に しみ 入る. せみの 聲 
聲に 皆な 争し まぅて や蟬 0 聲 
梢ょ々 ■あだに 落ちけ $ # の 殼 
禪 を KI て ^ のい ふ， 暑 かな 


鲁 


杜: 


圓發 券大頗 和尙 r とし む/のは 

J . 

じめ 迁 化し 給 ふ 上し 誠 や 夢の 心 
• ■ 地亡もる、に先道ょ6其角が在 
, ，へ 申しつ かは しける'* 

卯の花 梅戀； s て、卯の花拜.ひ"泪かな 
‘ 其 角が 母 五. 七： 日；. 追善-バ ぐ':- 
■A の 花 も， 母； ^ § 宿 ぞ す. S ま一 じき 

卯 【の 花' や 暗： き 柳'.©* 及び： 腰 

i. ■ , 

空 社 若 ■似 ^ ‘や 似.. 衣へ 5 水. の 影 
手の. 雇，， ん 水際 嬉し 杜若 

W 卯 ® 花 ■杜若 七 H 






社 若‘ 


七 四 


落 枝 


上 \ : V ぶ 三 河.. 紫麥の 杜若 
山. 崎 宗鑑ゃ しきに て 近衞 殿， の 淙 
鑑の 姿を 見れば かきつ ばた と 遊' 

I 

しける ことを 思 S 出て、 6 の 中 

C .. 

- Ik P - 

. ヰ - h 

V 

有難 S 姿' 拜 'ま、 ん .杜 '若 
■知 足亭 庭前に て ノ 
杜若 わ. れ R 發句の 思 ■あ、 6 
大坂： i 於 y ある 人の 許 にて 


J 


橘 


牡丹 


杜若 語る〃 も 旅の ひとつ 哉. 
駿 ■河.， 路や 花 橘 v 茶の 匂 
山 下 ダ 赓葉の 藤. に 南の •音 
— 度榈葉 子‘ が 4 とに あ 5 て 今や 
卞へ 下らん とする に . 
出丹蕋 深ん 分 ■け 出る 蜂， の名殘 •■哉 

贈 桃 隣 新宅 自書 自讃 
寒パアらぬ露や牡丹の花の厂蜜 
ヽ 風月の 財を * すれょ 深 見 草 

¥ 

雲 岸 寺の 興 ^ 佛頂 和尙山 居の あ 


社 若： 插路牡 丹， 


七 五 


戛木立 木下閤 K 


夏木立 


太 下 闇 
茂 


七 六 

と あ， K 松の 炭し ■て 其 岩 k . 書. 付 侍 
る 


も あ A 夏木立. 


木 ノ膝名 庵. は. 破. 6 ず 夏へ 木立 
旬 住 庵 記 

先づ* ©セ P の 木 

須 ■磨. 寺 や‘ 籟； 2_ •，笛 & ' 木 下 間 
凰 山. 簸の 茂：‘ 風. 

光 6 合ぶ 二； つ. の 


錢別 


の ハ 筋. 
山' の* 茂 か ？: 


. 綰 5 や靑柳 茂る 染 、火 g 
■大埴 の 城主 日充 御代 蠡勤め ，3 せ 
_ 給ふ 妃扈， 從. する 岡 m - 氏に 寄す. 
篠しの 露、 袴に ■.かけし 茂. かな 
奥州 高舘. K て . ■ .:• 
夏 草. 夏： 草 •• や 兵 ども. が. 蔡 .の： 跡 
' へ 殺生 右 。 

，石の' 香 や 夏草 赤く 露 あつし 
费ゝ '新： 麥や箱 時の 草の 庵 

夏 豆 •の 二 葉 や 麥の株 •返：” し 
，丧更 草 麥 … 七 モ 


麥 必德を润に染めて囉 / 雲崔ス 
一日々々 麥 赤らみて 啼く 雲雀， 
,鐘も，插.§住持もし々キ麥の秋 
逢 桑門 

S ざと 4 に 穗麥 くらは 草枕 
麥刈っ て： 稻舟 見せ ょ 最上 川 
■'五月 tl 日武府 を 出て 故. 鄕に 
く 人々 川 崎 迄 送 6來 A て 餓別 0 
，.句を いふ 其 かへ し て 
麥の 穂を たょ 6 につかむ 別れ 哉 


寂 ^ 須磨 々冷や 救し る麥 日和 

i 

- . 甲廣の 山家に 立 寄办て 
.. 行 駒. の麥に 及 ( ^ ' S JI やど i 哉 
芥 子 白 亦 子 や 時雨の 花の 暌きつ 60 

.ン 贈 杜國. * _ ' . 

， Q 芥 ■子に 羽， r 蝶の V が b み 哉 

.、 須瘤 :" ’ - 

螌の顔 先 •づ ，■昆 ら る、 や 芥子の 花 
玉‘ 卷芭蕉 靑苔や 玉 鬼 芭蕉 1 V 来 二味. 

* V 

李. 李靑： ぐ 竹. 笠 破れて 石ぁぷ なし 

褰芥 子玉卷 苗 蒲 李 七 t ' 


落 柿 舍. • . 

柚の 花に 昔 忍 试ん 料理の 彻 
竹の子 や雅き 時の 繪、 のす さび 
4 督墳 k て 

5 § > しや 箏と ，な； 人の 猓 

.四た び 結？ S し 深 川の 庵を 立出づ 
る. とて . . 

黃 鳥-や 听 m 子敏に 老を啼 ぐ . 
甲 州 山 rf, 

* ■£ 

山賤の おとが a 閉づる 薇^ r 


松葉 散る 淸瀧や 波 R 散 $ て ん靑 松葉 

t 4> ■ ■■■ . 

. :康 招锆寺 にて 鑑眞 fp 尙 ぼ 御影を 

- «_ - .. 

. パ. 拜し 卿诌 の. 富 ； S 3 せた 丈 ふ 事を 

t 

. , お 名 6 つ V け そ 

• ■ ■ * 

若、 ■葉 若葉して 御， 目の‘ 警 Sr は C や 

■• .广 、， 

■ : •，日光- : • ,:. 
ぁ 6 尊と 靑 .葉 若葉 0 ，日の 光 
■紫陽花 紫 陽. 花や 帷子， 僻 •の 薄 餞 貪 
.■: ，紫陽花 や •乞食 _ 煩 ふ. 草の 上 

子珊亭 にて. / p » _ 

.松 i る 裝策： ..紫 腸 花 . 八 一 

\ - .!■ 


s 


紫陽花 SE の ^ 榑 早苗/: - 

•紫陽花 f ® , を ふ 庭の 別' 窿敷 
了* 淸風亭 1 

斑の. 花 ■行末は 誰 肌 觸れん 紅 花 

.眉 掃を 傑 ^ して 紅の g 
0 : きの > け' ふ I 檁に暴 .： る 山， 路哉 

とんみ $ と檁や 雨 . 0 , 花 曇 
日の* 入. や 雲 吹き はら. へせ ■ 
适水 •亭 • 、 . : 

年’ 苗 •雨を々-^ 敗 ふ 己と なき 早苗 哉 

奥 0 白 河に 5 た 4 て 二 何 . 


早苗-に4我色黑 §, 日數哉 

■ 

' •手 U なせば 夕風 やどる 早苗 哉 
西 ■か 東 か 先づ 早苗に 4 風の 音 
文字 播石 ' 
早苗， とる 手元 や 昔 忍ぶ 摺 
' : ■ バ訪隱 者 ' 

栗必花 '目め んの見 CN けぬ 花を 軒の 栗 

f 

合 歡の花 莊嚴 の 柱に •ょ： CN て 合擻 0 .は な 

象揭 .や 雨に 西 施が 合歡 0 花 
桑門已 白亭に 日 7 ■ ろ あ 5 •て， 

革 苗槳の 花 合歡の 花- .、八 =1 


黎 ■風 荀 .百合 鼓 子 花- 


藜 

風 

百 


八 四 


単 

合 


鼓 子 驼 


やど $ せむ 藜の 杖になる 日 迄 
手車と なるや 折 と」 る 風車 
花 AI を 百合せ て， や 百合の 范 
美 • § 其姬 百合 や 后 ざ， nf _ . 
. / 奇香亭 k て 

_ 方 

畫顔. 0 みじか 夜 眠る畫 間 哉 
鸯顔、 .* に 米搗凉 ，む 哀な 6 
畫 E ‘ の 花 . h 眠， たき 庵.. か •な 
東 武吟 行の 頃‘ 美 濃路ょ $ 一 半田の 
許への 文の 音信 1 C . 


椹 


.畫 顔， 盛 寐' せぅ， 名 0 •炖の 山 
. 子供 等ょ 鸯顔睬 き ■ね 瓜む かん 
榎， の 花 つ* く^-と 槱の. 龙 ■の ■釉に 散る 

許 六が. t 曾路に 避く 時‘ 

椎 の 花 报 0 花の 心 •，に 4 似ょ 木 # _ の 旅 
\ 正 成 之 像‘ 一 

‘鐵肝 石心此 人之慨 _ 

撫子 撫子に か V る泪や 楠の 露 

醉うて 寐ん撫 子睽け ，る 石の t 


桑の 實 4 •花を き 蝶. の 世捨洄 



百 H 舡趣大 负哀 + 

' ■ - 八 六 

百日紅 • 百日紅 先づ四 S 日は へらしけ $ 

蓮 1 なくて 世に か、 は； ら g 遨か な-. 

尋ぬれ ば. 蓮の 君子の 門 ■■ 避 
. 蓮の 葉 や ダ 顏 .で， せし 馬 ■合羽 
本 間 主馬が 家の 名を 稱し ，て 
速め 香に 目 $ 通は す や 画のは な 
. 大瓛 和‘ 尙の來 ると て來 6 ざ 6 け 

れば て 、 

プ角豆 鷓鴣 待ちて 垣の 大角 豆は 老いに け.^ 

4 僧时 とい ふと ビ 5 こて 


早 松茸' 小僧とは 辨 •慶岩 •の 早 松茸 

- 島田 塚 本 氏に て 

節 子. g は 免 だ ■靑 葉な. がらに e 子 汁 

羽黑 山に 籠 6 七 後 鶴が 岡に いた 
へ J 重 V 行 亭-に .て- . 

めづら 梧 や 山を 出 羽の 初 茄子 
瓜 朝露に/ ょ‘ ごれ ■で， 凉し瓜 0-- 泥 

. 落しな にかし の 招 R 應じ て稻葉 

*« 0 

, 山の 松の 下辙み して 長途の 愁を 

J. 

, な r 3 む 程 . 、へ 
早 松 茚猫子 瓜 , -’\ヒ • 


/ (八 八 

U 陰 や 身を や' しな はん 瓜 畠 
瓜の 皮む いた 處 V . や澈臺 野- 
住みけ る 人の 外に か 

/\ れて蓰 生 

3 茂れ， る 古 g ; を訪 5 て 
.孤つ くる 君が ぁれな と 夕 鈉 す 
花と 實と 一度. に 瓜の 盛 哉 
夕に 4觀 にもつかず 瓜のは な 
河 野 松 波 宅に て 古き 長瓢に ，瓜の. 

1 を. 活けて ■下に 無 铵の 琵琶を あ 
_ & て 花活ょ i 落つ る— を' 撥 面 こ 



瓜 


夕 


眞 


ぅけた 6 - 

瓜の. 花警如 .何なる ■忘れ 草. 
桑： 初 眞桑竪 にや， 割らん， 輪に. やせ ひ 
.■闇の 夜と 狐 下 •肩. ふ 玉 ■眞桑 
/. 之 道對 す ' ン“ 

. - r , 

我 似な 二 •■つに' 割 6 も .眞桑 瓜 
‘柳行 ，李 片# は‘ 凉 し初眞 ，桑 

ip P 

0 夕 親 _ に 干瓢む s . て 遊びげ $ 

t 

- ■.夕顔の •白く 夜の 後架， に 紙燭 とぅて 

夕顔 や， 秋 ■は 色々‘ の 瓢かな 
眞藥 夕 頭 ^ i 八 九 


夕顔 ■.五月雨 ， . 。 - AO 

. _ •_ 

•夕顔 や 醉 5 て M 出す. 窓の 穴 

」 夕顔に H とる、 や 身 45 か id ょん 

, 奥州 名 取の 郡に 入つ て 中. 將實方 

の塬 はい ヴ Mi / やと 尋ね. 待 1 .■ば 

. 道ょ 5 一 里 半ば か-^ 左-の 方 笠 島‘ 

* と S ふと 一 乙ろ にあ 4 とを し ゆを 
_ _ 

, 办ふ しふ 4 0 k き ^ る 五月雨 ハ 

W , 

^ ': 厂 ■とわ * CN なくう ち 過 C る こ - 

，费. • ， ^ J 」 

五月雨へ 笠 島は いづこ 五， 月^; ぬか 6 售 

中尊 寺に て 


五月雨の 降6 の 己 してや 光堂 
.もがみ 川 

i * t 

五. 月 雨を 集めて 早し 最上 川 
'日の 道 や 葵 かたむく 五月雨 
落 柿舍頹 破 y , , 
五月雨 色紙へ ぎた. る 壁の 跡 
五 月 v 雨 や 蠶煩ふ W 桑の ■畠'‘ 
露 川へ 申 侍る，' - 
五月雨に 鳴の 浮 m を 見に ゆか. ん 
大 井川 水 出で 島 田 塚 本 氏が 許に.‘ 

- 九 一 


と V まる 

五月 Br _ の 雲 吹き 落せ 大 井. 川 
病中 自啄 ■ 

髮生て 容顏靑 し 五月雨 

B%. 卜 _ 

五月雨 1^ かくれぬ 4 のゃ溉 田の 梳 
限 武 隄训の 水源 ■にて ， 

五月雨 + 髓 >- 6埋む灰擻哉 
湖水は e れて比 枝 ふうの こす 五月雨 
五月雨に 寒い ま、 な $ 旅 姿 


茧 H ; 雨 も瀨 K 尋ね g 水驯川 



入 


五月 - M や 棚の 輪 きれ ぬ 夜の 音 

■P- . - 

五月雨 や 東 寺の 沙彌の 髯 蓬々 
五， 月 雨 も 後の 五月の 小 丈 か t 
五， 月， 雨 や 龍， 燈ぁ： r . る番 太郞 
< 五月雨‘ に 御物. 遠 や 月の M 
五月雨れ て 鶴の‘ 脛 短く 次れ' 5 
■，五月雨れ て 7 の 笠 森を S し 名 拿 
: 信 濃の 洗 馬 ，' 

t 

/梅 入梅 晴の私 雨 や i ち. ぎれ 
. 降る 音 や， 耳 も 酸 5 なる 梅の 雨 

丑 月爾 入梅. . 九 H 


潇風 , ■ . 九 E 9 , 

薰 風 .風の 香％. 南， に 近' し 最上 川 

3 ゞ なみ や 風の. かを 3 の 相 拍子 

:羽黑 山 

b 難 や j 雲を かを^ C \ す 南. 谷 

* ® a( 

丈 山の 像に 謁す " 

_ » 

* 風 かをる 羽 ■織は 襟 4 〇 くるは ず 

，小倉山常寂寺にて， 

. '■: . ' , 

松 杉を ほめて や 風の 薰る音 
加 賀への 文通に ， 

p _r V 

風 黧る 越の 白 根. を‘ 國の花 


濃の 峯 荒海の ® 7 る 日 ざし や 雲の 峰 

湖. や署芑 を惜 ，む.‘ 雲の 峰 

, .二 十 _ 九日 渚 M を 得た れ雲の 峰 

雲の 峰 ■幾つ 崩れ， て. 月の 山 

_ * 

■, 本 間 主馬が 家の 名を 稱して . ， 

f * 

びら^-と あぐ a 扇 令 雲の 峰 

- 、 V 、 

, 』 .北 野の 寶前 tc て* 

夏の 月 梅樱 松は 御前 R 夏の 月 

松島や水を衣裳に.夏 0 月 

- 0 . * - - ■ * 

' : 須磨 11 句 

雲 ® 嘩蒽の 月 v . 九 3X 


著 H 夕立 里の 雨 ■淸 水，- t 六 ‘ . 

月見て 4 4 0 为 £ ばす や須 磨の 夏 
月從 あれ ど 留守の や' な. CN 須磨 0 夏- 
淸儒の 波に 洗 ふや 夏め 月 
大 df 川 被. に 座な し 夏の 月 
■夏の 月 御油ょ • J 出で、 赤 坂 や 
■ •明 石 夜 洎 

消 壺や f 果敢なき' 夢を 夏の 13； ■ 

■■ ■ 

.夕立の あとの 匂 び 々三 保の 松 
猶山や 柴して 戾る 夏の 爾 
硯视ふ 智慧は. 出で*- CV 岩. 淸水 


夕 立 
夏の 雨 
淸水 


s 、 れ蟹足 這； 3 上 h る淸水 哉 
岐阜 山に て：. ■ 

. 城跡 や 古 井の 淸 ] c •ま ヴ .間は む 
- 那須の 溫泉明 胸 相 殿に 八幡 宫を 
遷し奉 、て 兩神一 •方に 拜まれ 給 
. ' .ふ *• . ..... - 

て * , 

湯を 結ぶ 誓％ 同じ 苔淸水 

■ /■ - ^ 

松 島 ' • • . 

夏の 海 島々； や 千々 R ' 碎けて 夏の 海 
夏野 。秣碉る今をしぬを，4_の夏野哉 

，淸ホ f 海 夏 野 .. 1 九 七 


落 梧 S . しを ^ なき％ の， を 5 しな 
. W け' る 乙と を S たみて 

4 .ろき 人に 譬 ■へん 花 f 夏野 哉 
，: 書讃 : . , . 

馬. ほく^-我を •繪に 見る 夏野 哉 
夏山 や 松に 夕日の. 一 里 塚 
夏山 や銜に ぢ くる 下駄 ■の 音 
夏山 や毹漉 く， 里は 飯時. 分 
，那須 の 光明寺に て. • 

夏山に 足駄を ■拜む .首 途哉 


「武 m の 松 見せ 申せ 遲權 」 と旣 白の 
''餞 一別し ければ ■ • . 

櫻ょ 5 •松は へ， 二 木を 三 -S .. 越 

湯殿 山 .、.，‘ * _ ■>. -: 

語られ a 湯殿に 说& す袂か な 


九九 


立 




» 


初 


初秋 立秋 ミ . ， 一 0 0 

秋 •: 

* * •へ I I 

JB ‘ 

W 存秋 やた、 みなが 6 の 蚊帳の 橫 
鳴 海 眺望 

■* 

初秋 や 海 も， 靑田の ，一、 み ど A 

. ■或 51 

初秋は」 海 や £. 田. や 6 1 錄‘か な 
秋/版 6 * § 0 「猫 tp 知るべし 今朝の 狄 
, *，， 來に ..け： 4 耳 を 尋ねて' 透 間 風 ン 
^ 汗 拭ぎ 下女に とらせけ-^ 今朝の 秋 
夕顏. や. かい ぁ は る：. 程. 秋、 は 來ぬ 




I 


1 


八 夜 秋 


冷 文 


秋" 來 — s と 妻戀ふ 星 や 鹿の 革 
月 文. 月： や， 六日 も 常の 夜には ♦似ず 

. '幻 住 庵 . 

•_ 

，旅く せ. や寢ぎ 煩 ふ 秋の 山 

* 

a や^-と 壁 ?:. ふま； 3 て聱寢 哉 
, ある 草庵に いざ S はれて 

S I 、 

凉 秋 ■ 凉 し * 手每に ひけ や 瓜®. 子 

.寒 ■■乳 麵の下 焚き Q くる 夜 ■.寒 哉 

# 

溯 八朔' や 天 0 插 ，立 六’ W ね 熨斗 

• .. •嵐 雪が 四. 國 •へ 波る 時* ン 

, . , 

立秋文并二冷秋凉夜寒‘八朔. / 10 1/ 


二 百 十日 Jg l - 卿 肌寒 秋の 夜. 秋の w . 一 Q こ 

二百十日 旅烏 二百 十： 日 名 . 船 支度 
■ .野 ざら し 紙 行. 

身に. 沁野ざ 6 しを ン〇 ゼ 風の 沁む身 ■哉 
肌 寒 溫泉 0 名殘冷 宵は 肌の 寒 か £ん 
^ ，兼 好の 賛 . 、 

秋の 夜 秋の 夜を ぅし Z にした る 法師 哉 

, 車庸亭 

, ■ f - , 

秋の 夜を ぅち 崩し 友る 噺哉 
秋の 暮. 秋 0 暮客か .亭主 か啾柱 

人聲 ，や* ての 道 か. へる 騎の暮 


, ■■沿 枯枝に 烏のと 咬 i け- 秋 0 寒 
蝶 鳥の 知. 6 ぬ 花 あ. CS 秋 •め 慕 
所思 

, :此道 や 行く 人な し H 秋— の 暮 
■思案す るに 冥途 i かく や 秋の 慕 
深 II 叹 庵**- 
船頭の’ RJ 聲 高し. 秋の 
木因亭 * 

死 もせぬ 旅寢 の果ょ 秋の 暮 
. . 广野水 が 旅行を 送$て. 

秋の 卷 ■二 ■一 01 二 


暮 


4 


秋 


見送 ぅし^ 〇 や 淋し 秋 0 暮 
. 雲 竹の 像.， 

乙 ちら 向け 我 も ■淋しき 秋の 暮 

I • ri - . 

松 杉の 尾の 上 T) 鐘 4 救の 暮 
-六介 六 兵衞の 人々 .k 芭蕉 巷を と 
，ぶら はれて 古鄕の 安否を 聞く 
幾千 里隔つ 思； 5 や 秋の 墓 

Lr 

.行く 秋. や 手を廣 げ H る 栗の 越 
4 < の二見に [ れゆく秋ぞ 
ゆく#. や 身に び S まと ふ 111 布 蒲 1 


> ゆ， く 秋の尙 たの も. し. や靑 蜜柑 

J 

.憶 老杜ノ : . 

* 

風 P を 吹いて. 暮秋 嘆ず るは 誰 子 ぞ * 

s :B , ■ 

• 淸水の 茶店に 各を ぶ' _.f , 

、 松風の： 軒を め c - c \ て 秋 暮れ 位. 

" 1 デ.-, 

.芝 柏亭 R て‘ ： • . ; 

■秋 深 秋 深き 隣は 何を す夕人 ぞ 
秋 秋 淋し 編 笠 着 ■'龙 る、： < 0 .形， 

秋十单 ，かへ て 江 R を さす 古鄕 
，■見 心 J ば眺む れ：.ば 見れば 須磨： の 秋 

ゆく 犰-袄 深 秋 ，一〇芤 


秋 


: . . ! C 六 

雨 0 &や_.世間.，.の，秋を.界 叮 
幾 秋の' せま A て罌 子 R かくれ. け i 
丸 4 ■かけし 田 面. の 鶴 や 里の 戟 

旅懷 .‘ : 

此秋 一は ■何で 年寄る 雲に 鳥 

.留別， • 

+ « 

送られつ 送 6 つ 果は木 曾の 秋 

旅行 - ‘ 

_ _ 

■ 3 もてさ. へ漱に 野 寺の 一. つ 鐘 
ノ 鹿鴫 神前 ！ ：-‘ 


7 の 松の 實 生， せし 世 や 神の 秋 
，兼 好 讃 

秋の色 糖 味 噴壺 もなか 夕け 6 
‘ 胡蟝杞 i 攻 6 で 秋 經る菜 虫 哉 

. v : : 

とめる 氣 .，と e ぇ •て 秋から E 键哉 
- , .種 & 濱杞 遊ぶ 

淋し， S や須磨に勝ぢ穴る濱〇秋 

*« . 

後家の 秋 もの V 哀を と ゞ めた 5 
小名 木澤 . 

t .秋に を S て ゆか ば や 末は 小 松 川 
秋 . ( 一 0 十 


あるじは 夜 遊ぷ ことを 好みて 朝 
■廉 せらる、 人な $ 宵 寐はい 命し 
• く 朝 起は せ ばし 

« V , ' 

面* P き 秋の 朝寐 ■■ や 亭主 f 振 
夜 歩‘ 行にから 櫓 Q 音 や 浦の 秋 
信 濃なる 坂 木 m 横 吹と いふと M 

ろ y て 乞食の いねた るを 見て 

* . .. 

起き 5 起き ば 浮世の 秋を 0 ん 
七夕の 逢は ぬ 心 •や 雨中 天 

瞧 

七夕 や 秋を 定む るは じめ の， 夜 


月 弓 や、 聲：の 一一! 男’'. 七夕 
■何某の 御代 官亿 随身 て •四 國へ 

. 赴く 人 k : . リ ■ 

f 七* 夕 r ' や； •裸 一 ■す - - y . の ハ 俄 旅 

. .ほ： し 合の-中 や 絕 念」 なん 立. ■田 川 
合激の 〔木の‘ 葉 ごし％ s とへ 星 0, 影 

:吊百 星 パ％ : 3 

高 水 代 ほ、‘ b も.. 旅 寢：の 岩の 上 
\ 素 堂の 母 七' 十 あま 七‘ と の 秋 

丨 IV r 

七月 七日に 乙 とぶきす る R 萬 葉 ， 

七夕 ':、〆 1 0 .九 




七夕’ 盆 ' 二 Q 

の 七 種を もて 題と す是 につら な 

•. る 劣の 七 人 此結緣 に ふれて おの 

i .1 

おの 又 七 叟の 齡妃 なら. はむ 
七 株， の 萩の 手， 本 や' 星の 秋 

: V 骸骨 办線' に.：.'. ■.•へ ：—— 

盆' 夕， 風-や 盆. 提灯 V も规ば ， 5 れ 

i i ょ /. * 

1 尼壽貞 が. 身 ま か-^ け. 各と き％ てっ 

■ ■ 

數 $ ■ら g 身と a 思 a を 魂 祭 

- ■ ■，广 % 

» ^ の_國を過ぐる ^ セ 

I. 

熊 坂が 吵か A や y> 〇 ..，の 魂 祭 


I 


.草 華.‘'. •■: 

稻の 穂. の 露 ばか i なる 魂， 祭 
邀池や 折 £ て 其. 儘 魂‘. 

‘木曾 山の 韋菴 墓所に 近し.. 

魂 祭， け 「ふ 7 S > 燒 .‘塲 の： ■煙 哉 
蒭里 にかへ 6 て 盆會を い 士なむ 
家 は 皆 杖 に ■■白 髮の 摹參 
奈 良の 片脇の M にあ i て 
孟蘭盆 や r . 家广 0 $’とふ乂摹參 ， 
九、 岡 天 寵寺を 出 づる時 金 澤の 北. 




硪綿 \ 駒 


角狄 


I 


鸩力駒 迎細弓 砧 ニニ 
. 枝 t 別れに の e みて . V / 
扇， 物置 s て 扇 引き S く餘 •波 哉へ 
力 ひかし： 聞け 秩： 父 殿— さへ， 角力 取 
.角 襞. や. 奥を. 出 羽 •の 角. ガ取 
許 六が 書に . V : - V . 

滕 角力 $ つも 上手に 米の 飯， 
迎 棧や まづ思 び 出づ駒 むか ■へ、. 
，大和 國 竹の 內にで 

弓 綿弓 や 琵琶に' 慰む： 竹の I 
猿 引は 猿の‘ 小、 釉を碚 かな 


r 


重，‘ 


聲澄み て 北 斗に 響く 破 哉 

# .1 

鑛立や ■肩、 ( L m ' J . ぅつ ® 衣 

- ■ * - 

- ょし野に て， , 
砧ぅつ て 我に きかせょ 坊が .妻 

‘ 近‘ 江路今 」 通 ■るに 日 野 山の 邊にて 

^ -■ 

.胡麻と ふ 名のに 上の 衣を とら' 
，'れ て* . 

は れたる 身には 砧の； 5 C き 哉' 

.陽 ，•否の 下 ゆく 菊 や" 朽木盆 

- , _ t # 

九月 九日 乙 州が 一櫞 を携へ 來 & 

砧 ‘鼉 


■1 

伊勢 御 藥掘 升の 布. 天の川 

- 

: ければ 


00 
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.伊勢 御 遷宮 

藥 掘 

升の 市 
天の川 

稻 〃妻 


. 『 * 

草の K や 0 暮れて 暮れし 菊の 酒. 

■尊 さ J * 皆. おし 合； 5 ぬ 御 遷宮 
くす し棠 の 像に 

村 南を 背中に 負ぅて b 胡 S 
* 住吉 0 市に て ' ' • 

汗 買ぅて， 分別-かは る : 見 哉 

la 4 

水草 も乘 もめ 貸 3ん 天の tr 
荒海 や 佐\渡 に. 橫 1 ふ 天の川 
.稻妻 や： 闇の 方 ゆ . く五定 の聲 


寄库下 . . 

稻 .身を. 手に. と-る 闇’ の 紙 燭哉 

* 

, 粟津 R て , ■ 

_ .. i 

稻妻 .や 海 ゆ， 面， を. 以 S め* かす 
■ •宿 敦賀ノ . 

，がの •雲は 稻 妻を •待つ 便 哉 

1 < . • 

稻妻 ，や橡 ■ まで 來てぼ かへ る 波 
或る昝 識のの たまは くな ま禪大 
班の 基と かやい と 有難 さ K , 
稻 .妻に，. 悟. ら g ., 人 ) 尊 さ ょ 

: ‘ / HS 


露 


露、 


，: ， 二 六 . 

」 本 間 主馬が 宅， に •骸骨 ど％ ■の 笛 鼓 

• ■ 

"を か 凌へ て 能す ると 7 みを 書き， 

て 舞 臺の壁 にかけ た 6 ま とに. 

-* * _ ■ 

生前の戯 >1 などかての"遊びに乙 

_ ■■ 

とならんやかの髑蝶を枕として 
" /< : ■: 

:夢ぅ 0、 を わかたざる もの も 只 

し 此 生前を 示さる、 % ■ の 也 

ー ム 

葙妻や顔の 1, *乙4か芒の德、 
篇 し r れ 蜜柑の-色に しみたら ず 

I _ ■ ■ , 

秦 如 行が 席 ^ の S 應を 制し ■て 


白露の 淋しき； 味を ^ す* る、 

彝 

宮部丹 後 近々 旅ょ 4 かへ ^ と， き 

* I * * 

& TJ て* : ‘ + 

草 ■の R や貯 へを 露の， 待 •ち 設 
草蓣 . . , 

道 細し 角力 草の， はなの： 露 
賤 .の. 宮淼の 露 ■. + る 旭が な 
二 見の沛 にて . . 

賴 力と 拾 > ■ やく 极 き. 石の 露 
皙良に 別名、 とて ：， 

. 、 1 一-^ 


な 


, :二 A v 

I * 4 I 

今日' ょ i や 書付 消さん 笠 > 0* 露 
乳母 草を. 誰 結べと や 朝の 露 
とく-^ 0 猜冰 R て 』 
露と く*^- 7 V Z みに 5 き 世す) が 立 や 
.書 讃、 .， * 

西 行の 草鞋 も か、 れ松の 露 
吹. きと ばす 石は 淺 間‘ の 嵐 哉 
穗 ■芒 纪思 > •ま、 なる 野. 分か， 5 
見處の あれ や 野 分の 後の 菊 
.茅舎の 感 :: . 


, S 擦. 野 分して 盥に雨 ■を 聞く 夜 哉 
猪 ^. と」 もに 吹か •る、 野 分かな 
粟 律 晴嵐 / . • . 

さぞ 野 分 人の 粟， 立ら 市の 聲 

* * 

母の 白 髮を拜 みて： 

- P 

漱の霜 - 手は と 6 ば 消 免ん 泪ぞ ぁつき 秋の 霜 

„ . rv 

秋 時雨 の ふか ちょつ と 秋の 時雨 か 令 

秋 風 秋. 風 ■，や 桐 犯ぅ ごい. ♦て 黛の 歡 

■ _■ 1 

、 牛 部屋 R 蚊の 聲 弱し 秋の 風 
、 秋風 や 伊勢， • ® 墓 原尙 凄 ‘ 

秋 m 想 秋 晬 雨秋瞞 * _二九 + 


I 


秋 


‘ , M 二 〇 

秋風 やや 4芦 の 口の 尖 i 聲. 
へ 題 虫 ■ 

蛛何と 音を 何と ^ ■く. 秋の 風 
身に •し ■みで 大根 か 6 し 秋の 風. 
題窬 ■屛 ：. 

君も臣 7 P ぅき ■にはた/へぬ 秋 0 風 
棘つ かひの 佐英衞 二 唯 夜 ■相 果 候 〆 

哪 

と^^る * 

i 

J * * 

顧の 嘴 7) •肌を 刺す 6 ■ 秋の 風 

.嵐 s 悼-. 


x 


秋風に 折. れて悲 き 桑の 杖 

，夕、 秋風 吹 $ と. ば. せ 松の 衬釘葉 

- to n % に 、 M * . • 

“ ^ 0 & 

-桃 A 木の. 其 葉 散らすな ■秋の 風* 
-那谷 觀音に て > , 

石山の 石ょ.. 6 白し 秋 •の 風 
座右の銘..，.， : 

人の. _短 を S ふ •乙と 勿れ * 

r ■ “ , i 

己が 長を 說く M と 勿れ 

■ 『■■学 

物' S . へ〕 ば 湣 寒， し 秋の 風 

4 Fa 

' i rll 


.憐 捨子 

•猿を きく 人 捨子に 秋の 風い かに 
不破玖 ■にで：.」、 

秋風 ゃ簸 .も' 畠 ' 4 不 ，破の 關 
義朝 の‘ 心に' 似". 〇, 秋/の 風 

, :笑 追. 善. ぐ 

J * 

壤％: 動けね が， 泣聲は 秋の 風 
-猶中 ' 

ぁ 力"^ と 日は つれな く 7 P 秋 0 風 
伊勢 紀行の 磔 _ _ 、 


西 東 あはれ S 同じ あ §_ の 風 

_ • • ■ , 

松植 葱 1 : 竹 © 欲し 3 ょ 秋の ® 

- 1 / メ 

•S 

霧 時雨 富士 を B ぬ 日 2? 面白き 
/ ■ ■越後. 國能生 宿 白 JI 現權社 汐路之 

名 鐘 • ■ . . • 

v 曙 や霧忙 ぅづ 咬* く 鐘の. 聲 

% - 

本 I 

、 灸 君 ^ 畴にて / 

* > 

松苳れ や 霧に いざを へいと 曳< 程 比 
V 甲州產 屋ヶ ‘崦/ # 

•i , . .. ■•- 

雲， 霧の 暫時 百.. 最 .を盡 しけ $ 

秋風 綴 / , 一 j 5 


n 
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积_も早ばらか^>倉奴斤 0 形 

九 度 起ても 月 0 七つ. かな 

: + 

名月 ■の 見 處聞‘ か X 旅 寐 f ん 
名月 や 我と 筆 架の 影* 法師 
名月 やた I かに 渡る ■黎の 聲 
! か 姑. て 名 ■方 暑き す. ヒみか な 

:深川 . ♦ 

名月 や 門に さし 來る 潮が. しら 


古 將監が 古實に 語 ぅて 
月 ■や 其 鉢の ■木の 日® 下. 面. 
簑 ： at 庵： 

今宵 誰吉 野の 月 i 十 •六 ■里 

名月め 二つ あつても 潮 田の 橋 

- - ' 

我 宿は 四角 「な： 影を 窓 ■の 月 

• V 

山 寒し. 心の： S や 水の 月 

' ■ : - 

明月 や & ?: め^^ ^ 0\ て夜 ％^^ *^ ^^ 
畦 止亭題 月下 送 兒 

月す む， や * 怖がる a - の 供 

• ■: r s 


rl 六 

.名月' ^ . 麓⑦霧 や. 田の 曇 
名月の花 力と.見立て綿皇 

「東 順 傅，：./:」 

• • 黔 

ス .月. 0 .あとは 机の ■四 r 興 かな 

深 川の 末 五本 t と 》 處 k 掉を 
さ ^ て 

t 

ガ上 と此川 下* や 月吵^ J 
あの 中 2- 薛繪 書きた し 宿の 月 
名月 や 西 R も ほしき 窓’ 一 つ 
小夜の 中 山に て 


馬げ寐て殘夢月遠し茶の烟 
見 ■る 影 や.^ 6だ 片形も 宵， 月佬 

參 ■ 

雲を- cs 人を 休、 める 月， 見 哉 
S S 、 かなる とこる R 旅— ち' て 
■舟の 中に 4 / 夜を 明して 曉 ■の 空 蓬 
*^ 1 AJ さし 33 して 

、必 * ■ , 

明# け ゆく" や 二十 七夜 も 三日の 月 

川 船 やよ S : 茶よ い ■酒よ い 月夜 

■ ^ . 

坐 頭 かと 人 H 見 &„ れ ゼ ， 月見 戠 

* - . • - 

鹿蟪 根本 寺に て H 你 

/ ぐ 二一 七' 


_: ， • こ 一二 八. 

月 早 >し 梢は 雨を 持な. がら 

寺 r 寢てま て. と 顔 •な‘ る！！：； 見 哉 
■.田家 •にて 二 句 ‘ . 

賤. の 子 や-, 稻す - CN か^て 月を 見る 
芋 Q 葉 や 月 待つ 里の やけ 帛 
姨捨 山に て ， 

* . V 

洵や姨 心 と.-^ 位く” の. 友 

善 光寺に て •:/ 

* * 

月影ケ 四 •門！：’ 宗も只 I つ 
石“ 山 秋， 月 


没. やか、？ ■須磨 ± 此 ‘湖秋 の 月- 
名'^'^'^ 丨 並 i ぶ— 堂丨 01 ,; 撒 

古寺 貌 ，月 . 

月見す る 座に 美き 顔 もな し 

.敦. 級 夜泊 . ， 

こ* 

名月 や北國 日 In •定めな き 
名月 や 我家べ" 戾る 門， 徒咏 

S 々と 名月 0 夜 や 茶臼」 山 

1 ■ 

名月， や 鶴 g 高き.. 遠 干潟 
義仲寺 に て . • 

■ - 二 I 九 


月 


， / ' ' • ■ 一三 0 

■三 井寺の B , た > か. ば やけ ふの 月 
ノ 名/」 ^ , や 湖水に. ぅかぶ 七 ^: 町 

初 B や 向； 3 に 家の なき 1 L '^ 乃 
武藏守 ，泰時 仁愛を r 先と し 政以去 
欲 免と すと あ^ 〇一 . 

® 月の出 づるや 五十一® 違 
1 吳 る、 友を 今宵. の 月の. 客 
明月. や， 鼻の. 先なる 虹 观寺 
欹黑の M に 題す ■ .. 


あとさき. を 思へ ば 淋しけ ふの， H 
木を 伐つ て 本 口 見 ば やけ > の 月 
淺 水の 橋を わたる 俗に あさぅ つ 
と 云 ふ， 淸少納 言 0 橋は， と W る 一 
條あ 3 むつのと 書げ る 處とぞ 
あ S ■ む 〇 や 月見る 旅の 明は なれ 
月見せ ょ k 江 の 蘆を 刈らぬ 先 
■月を |£ びつ * なきを ^ びて わぶ 
と 答べ ん とすれ ど 問 ふ 人 4 なし 
猶 B び^-^ て：， 


わびて 住め 月 k 齋の奈 良 ■茶 歌 
月に しるべ rJ な 穴へ 入 せ 旅の 宿 
眺ひるや江芦には稀な山の2^ 
影は 天の y 照る 姬か sr‘ J 贤 
實にや 月間 口 千金の 通 f 町 

M : .. 

7 , 0. み为. P に 声 力 も. なか. け，. CV 
■鐘ヶ 崎に て ‘ / 

丹. s ? づ 7 鐘は しづめ る 海の 底 
ま だ 明けぬ 心は s かに 窓の ■月 


■制 嶺亭戶 を 開けば 西に 山 あ $ 伊 
吹と， S ふ 花 KTPi ょらず 雪に 4 ょ 
らずた れ孤山 の 德 あ . OV 
•其 儘に 月 もたの まじ、 胪吹 t 
.■長柄 埋木の 文 盛の 襄書 R 
月の‘ 波 •る 昔の 橋の 板， 目 哉 
川 音 や 沉條の 梳の古 び やぅ 
悼 遠 流 天潑法 師‘， ‘ I 
其 魂を 羽黑： ： T かへ せ 法の 月 I 
國 •々 や 八景 ■.更に 氣比の 月 

.. - 一三三 


. - . ■一三 四 

. 越の 中 山 . 

中 山. や 越路の 月は 又 命 
あすの 月 雨 占 はん 比那. が® 
璲山 

ft 

i i ■ 

■義仲 の. 寢覺 m . 山 か 月. 悲し 
■伊勢 國又安 が 宅に と V めら れ侍 
る 乙 Z 其 妻 0 : 男の 心に ひとしく.. 
\ 物 毎 まめ やかに 見 念 けれ W : 旅の 

J V 

心を 安くし 侍 夕ぬ かの 日向 守 0 

.， 4 

妻發を 切 6 て 酒を ま 5 けられし 


_[*.■ - 和，-' 


心 ばせ 今更 思 出て 

て ■' - -# 

月， S 免ょ 明智が 妻の噺 せむ 

* . 

渴尾脾 ^ 

月に 名を つ、 み 兼ね. て や 疱瘡 ■の 神 

I f 

.. 氣比の 明 神 •- 
月淸し 遊行” 0 持て、 る 砂の 上 
衣 着て 小 貝 拾は ん 色. 0 月 
.越 人へ • ■ ■ 
男 振 水の •む 顔 や 秋の 月 
鎖 明けて 巧 3 し 入れょ 浮 〇 堂 

1 三 五 


. . ... 1 V 三 六 

慕れ て 外宮に 詣で侍 $ て . 
三十 m 月な し¥ 牢 の. 杉を 抱く 風 、 

才油 なく y 寢る夜 や 窓の 月 ’ 

- ft 

月 澄みて 秋は， 入日の あ •との 不二 
r 正 秀 亭初會 

奪 / 

月 代 令 膝に 手を® く。 宵. の 中 • 
明？ 月げ ■ょそ ほひに とて. 苗 蕉 五本 

釔 植总て 砂 

色 燕 葉を 柱に かけん 庵 月 
柴の庵 と § けばい やしき 名 なれ 


■•刀 


% 


1 


にこの％ しきもの r ど符 * 
$け る此 歌は 策 山に 住みけ る 僧* 

■ を 尋ねて 西 行 上人の ょませ 給 ふ.' 

辱 * 

ょし 山家 集に のせられ 左 夕ぃか 
る ある K J - やと > の. もし^* て 
ぁる 草庵の 坊に 遣し 付を 
柴の戶 の 月 や 其 ま、 阢彌陀 均、 
力んだ 住め 住めば 都ぞ今 '日の M 

澹 •海 力 波 酒 奥し' •け ふの 月 

% . i 

靈岸嶋 の人來 .る， に 三人 皆 七 兵衞 

一三 七 * 一 


I 


日 

月 


▲ 


一三 八 

と. S ふに 戯れて . ， 
盡 ■に 三少 名を く' む 今日の 月 
何事の 昆 ‘立 k も ■似ず、 三日の 月 
.風 繭が 墓に 詣で、 ：‘."■ 

見し や 其 七日は 墓の 三 B の 月 
11 一日 H や 早 手に 3 はる 草の 露 
，三日月 や 名 0 なき 山 も 三 笠 山 
三" 日 IH や 朝顔の 夕つ ぼむ らん 
三日月に 地は® な- & 薅麥の 並 
二十 g 過ぎ 出づる や 名搜三 日の 月 


十六夜 ■ ナ六 夜は は 0 か ~に 間 の はじ、 め 哉 

& 田 に . y . .. . ‘ 

. 十 * 六. 夜 や 海老 煮る 程め 宵の 間. 

やす--^ と 出て、 い ざょ ふ 月の 雲 

， - * ' 

' 十六夜' 又更斜 の- ■都 かな 

く 右山へ 諧づる 道に て .. 、 
後の‘ 月 橋桁の しの. ぶは 月の •名 凝‘- 哉 . 
- •仲秋の. 月は 更科の 里姨猞 山に 慰. 

めかね て 猶ぁは れ ■さの 目 R もは 

- i 

- 衣れ ずな が 6 長月 十三夜に な $ 

V , , 

十六夜 後の 月 V ■ " * 一 = 一九 


後 貧 ■杏し 水 秋の 狎 ，鹿 

ぬ 


四 〇 


落し 永 

秋の 野， 
鹿 


冰 曾の 瘦 ％ 嗳だ なほ b 攸 k 後の ■ 

4 の‘ 知6の 心 問； 3 たしの ちの ガ 

ぅき 草 やし か 名山. 田の 落し 水 

■ - 

ベ. 6 か ら や， 三度 起き J 落し 水 
あきの 厨 や 草の 中 ゆ. ベ 水の 音. 
S 、 いとなく 尻 聲 悲し 夜の 鹿- 
武藏野 や， 一寸 程な 鹿の ■聲： 
以れ •ふ" て > 女 鹿. 4 寄る‘ や m 席 山 
女. 夫 鹿 ■や 毛に. 毛が 揃ぅて 毛 六 かし 


雁 


f 




: : 堅. 田に て - ン 

雁 ’ V 病 雁の 夜‘. 寒に 落-ちて 旅寐哉 - 
-靱風 や = 只 ，白雲に 雁 一つ 
, \ 堅 田 落雁 ■ , 

; 鳥の 文 堅 m. 0 雁ょ 片 .便 t 

四十雀. 老の 名の ぁ A とも 知らで p-q 十. 雀 

* • 

鳥 槱ひ 實微 るむ く 7 ) 羽音 や靱嵐 
鶉 ：糜の 目の 今や 慕れ ぬと 啼く耨 

• 田莊® 家. • 

桐 0 木 5 職な ぐなる， 塀の 中 

四十 笼椋患 鷂 : .' , 一四 一 .■‘ 


嗎稻潘 I I 河 庇 鮭 江齙 i 一， 

嶋， 、刈 跡 や 早稻 がた 4 0 . 嶋 0 聲 
稻 .雀 稻 雀‘ 茶の 木 畠 や’ 逃げ 處 
渡. 鳥 目に かかる 時 や 暫 しの齡 6 鳥 
‘ 世 渡 6 や 渡-^ ぐら •ベて 渡 6 鳥 
航 ゆく jp また 來る芽 張る 柳 迄 
. 1 代 來て花 野に かへ る 燕 哉 

高瀨の 漁火 上い ふ 題を 得て' . 
河* 鹿 . 簿火に 河鹿 や浪 Q 下む せび 
踊 鮭 馬の かげ 見ん 闕の渡 し 舟 
江 趣 江 趣 あ-*' 7 P やすらん 不二 .湖 


虫 


m 


虫 


盆 過ぎて 宵. 闇く らし 虫の 聲 
草の 戸 細に 住ね びて 秋の 風の 悲 

層 

■ ‘ ，しげなる 夕ぐれ 友 建の 方へ つか 
はしける - 
虫 » 虫， の 音を 聞きに こょ 草の S 
•太田の神社にて，： ' . 

す む H ‘ん やな 兜の 下の、 き 4 す 
き 6 -す普 門 品. ょむ 右左 

r *, . 

白髮 ぬく 枕の 下 やき-^' ■す 

, ,■ 

■しづか さや M か y る 壁の 蟋蟀 

ll m さり^^ T , i 2 g 三 


榈 


廳蜻 


き 


リ^-す 赌蛉 斑 ^ 桐). 蕖 • ， 一阶四 

\ 淋し さや ■釘 tc 懸け * る ® ： ii ： 

樹供 Sr の ® 冷 '/ a しき - ov 4 す 

rfi #* 

爾 . 0 壁に. し^ 3 夜. や. き’-^'- i -- す， 

. 床に 來て鼾 .に 入 •る や 蟋 •峰 

i. f * 

朝な^^ 手潛 す、 むき 6 す、 

R ■■ 

r 赌 K やと， i つ き かねし 草 0 上 ■ 

-V 

馬 镇が 家は. 小-暇に まじる 避 馬 哉- 

_ % 

• * 嵐雪に贈る. \ 

# 

葉 淋 ，しさを 訪 5 11 ぐ， れぬか 桐一葉 
. 』 ^ 
ょるべを S つ 一, 葉 R 虫の 旅寐 して. 


^-1 


木 ♦權 花木 樓裸 童の かざし かな 

馬上 吟 

_ lf 

道 ば * の冰權 は. 馬に 唆 はれけ 4 

/ 

秋 海棠. 秋 海棠 西瓜の 色に 暌き 仏 け S 

全昌券 にて- \ , ;■ 

, 

柳 散る 庭 掃 S て 出 ば や 精 舍 K 散る 柳 

柳 陰 軒 R 1: ■ , 

散る 柳 あるじ 7^ 我れ^ P 鐘を 聞く 

1- 

何 食ぅて 小 家は 秋 ■•の 柳. 陰 
、 水淸 くな-^ て 柳め 散る 日 ■〔哉 

，木槿 秋 海棠 •柳 散る I , 一四 五. 


栗 


ホ 英蓉沛 斑 T -, 

木 芙蓉 霧雨の 空を 芙粮 ■の 天' 氣； 哉 

孤 

日 0 あとの 夕 顏黑し & 芙蓉 
遊女 窬識 ^ . 

枝ぶ 4 の 口に^-かは る’ 芙蓉 哉 
米. Yfe 觀と .柿と- 嬉き孽 の 庵 

斗 休亭に て _ . . . ャ 
祖父と 親 其 子の 庭 や^ § 蜜 l :- . 
、澀柿 や}. 口は， 喰. ふ 猿 •の 面 

- M 深く 柿の 木# たぬ 家 もな し 

- + i 

秋風の 吹 S て も靑 し槊の 毯 


荻 


，夜 W を かに 虫は. 月下の 栗を 穿つ 
菊. 萄 勝 沼 や 馬士は 葡萄を く a ながら 

. , 如 水 別墅 ‘， ， 

• ^ 

木の實 籠 ■ 6 居て 木. 0 實輩の 實抢は k や* 

藤の 實 .は 俳諧 K せん 花の 後 
• 木？ の 橡浮世 の 人の. 土產哉 
色 かへ ぬ 松 秋の 日の 色 乙 を かへ ね 松の 聲 

來 寺を 過ぐ ると て. 

获-の 穂 や 頭を 9. かむ 羅生門 
荻の 聲乙や 秋. 風の 口. 移. u : 

架 鮪 萷木の 絜 色 かへ s 松获 ■ 一 •四 七 ， 


{ 


获 栽 原 や 一夜は や ■どせ 此‘の 犬 

小秘 とい ふと M ろに て 
しほら し & 名 や 小 松 吹く 萩 芒 
. ■、觀 水 亭. .•’ 

: ぬれて ゆく 人 4 可笑し や. 雨の 萩 

ffl. の 一瀋. - . 

浪の間 や 小 貝に 免じる 获の塵 

. ■ S ろの 濱 . 

/ 

: 小 誠 散れます ほの 小 K 小 ^ 

窬譜 I - - 


錄 


白露％ 7 ぼ S ぬ获 のぅね 6 哉 
ひとつ 家に 遊女、 寐た $ 萩と 月 
藤 堂 重 虎子が 庭の 半に 作-^ しを 見て 
風 色 やし ■ど 2 に 植袭し 庭の 萩 
舞の 花 せなき净く蚊の弱$ 
和 其 俾蓼螢 ，句 ， 

_ に 我 れは飯 く ふ m かな 
當麻券 にて • . ' . 

僧 朝顔 幾 死. か •へる ゝ法 'の 秘 
朝顔 や m れも亦 我 か •友なら ず 

P .. 蒜 ， . 一四 九 


* • -so 

閉關. ‘ , 

1 - - - . こ 

朝 顏や靈 は* 鎖 おろす 門の 垣 
胤 _ が窗に 讃のぞ みければ 

軔顏は 下 31 の 書 3 へ 哀& 
‘觅 科 行 首 途 

朝顔. は' 酒 蟠知 ‘6 ぬ 盛 哉 

邐 ■ 

朝顔 や 水 ある 方に 人の 立ク： 
茧 川の 水 ■に’ 溺れな 女郎花 
以ょろ -と尙 藤け し. や 女郞花 
丸 岡 天 龍 苛に て. ■ 


磨 落 


m 


m 


s : : ic 入れば 蘇鐵に 蘭の 匂 a 哉 

■ 

茶店に て.. . . 
餹の香 や 蝶の 親 T たきものす 
加贺 の. 國に入 る 

-p -ll 豔 _ d ■ * J 

* 

早稻の 香 や 分け入 ■る 右は 荷 機 海 
■刈つ'て蒋：付顔や小西 姓 
■ ’ ， 人に 稻 VJ 賓ぅて •‘ 

世の中は 箱 ■刈る 頃 か 草の 庵 

* . , - 1 1 

穂 S * v て 落穂扮 はん 關の前 
辛 ，大風 0 あした、， 赤し， 趨辛 

觐 糊， 雜_ 歷 辛、， 15 

广： ■ . 


蜜 苹 rjr 紅 谣蒲. 苺の 佗 I 五 二， 

.未 曾 塚の 舊草 H ぁ $ .て 敲戸. げ人 

々に 對 ■す . . . • - 

草の 戶 ■を. 命れ や 稼. 蓼に •唐 辛. 
, か V き ■ぬ ぞ '宿は 菜 汁に 麼辛 
靑くズ も •有るべき 4 0 を、 奢 辛 
紅 瓜 紅の 末獮 花の‘ ゆか：-^ 哉 

■ 晷 . 

E 蕉 此寺は 庭. 一 被いの S 蕪 哉 

ベ 盡讃、 _. , 

鶴 嘧くや 其聲に 芭蕉 破れぬべし 

* •■ t ^ 

草の 花 草色々 おの-— 花 •の 手柄 哉 


高 田 醫師細 川 靑庵に て . ■ 
縫 欄に S づ •れの 花を 草枕 
風妖 けて s H 夜の 雨 凄し 
毒 海 長老 我 •か 草の 戶に して 身 4 
か-^ け： を 葬 i て ' : • 
何事 4 招ぎ m て. 穴/る 芒 かな 
梭や 命をから む 蔦 かつら 
蔦の 薬. は 昔 ■めき 为 る. 葉 哉 
閑人 盧牧亨 をと ぶら； 3 て 
篤. ぅ. 总て竹 四 五本の 主 哉 

. ノ ー 五三 


m 


芋 


冬 


冬瓜 芋： 粟 . , 一 五 四 

- , 故人に 逄ぅて . ■ 

瓜 冬瓜 や， 互 k かは 气顏の _ 形 
扇 風を- s た む . 

. 渾向け Vi 芋は 連に 似た ると て 

西 行. 谷 

芋洗 ふ、 女： 西 行な， b ば 歌ょ t ひ 
: 知 足が 弟 新 右衞 門が 新宅 V 」 贺 す. 

ょき家や雀喜ぶ背 5 の梁 
竹 葉 軒と いふ. 菊を 尋ねて 丫 
■粟 科 C 貧， く， ぁ -b ず 草の 淹. 


i 


四 山の銘 

^ ものひとつ瓢は.か 7 .き我ガ低哉- 
難 頭： 難 頭 や 雁 0 .來 る‘ 時. 尙 赤し 

伊勢の 斗 從 .に 山家を とはれ て _ 

_ ■ 

議麥の 花 蕎齋は 4 だ 花で i て. なす 山路 哉 

後醍醐 帝の 御隄 を拜〇 

恶 御' 鹿 年を 經て しのぶ ば 何を 忍ぶ 草 

唐： 黍 唐黍 や 軒端の 荻の’ と i ちがび 
■* 

鬼 灯 鬼 灯は 實 ■ 4 葉％ から 4 紅葉 哉 

大門 通を 過 ぐるに ■ ■ 

瓢難頭 薄 ■花 部 街 添 鬼 奵， 一芄 五- 


菊 


1 Cr 箱 や 古物 店の 背 FI の 菊 
，、依 水亭に て 

-影待 ■や 菊の 香の する' 豆腐 串 
暌きみ だす 山路の‘ 鄉を燈 籠 哉 
田家に やど $ て 

■. 細 

满 M きの 姥 も 目 出. > .し 菊の花 

, 堅 田 何が し 木 旣醫師 の 兄の‘ に 

■ 

栩かれ し R ■み づから 茶を 立て M 
を％ てな されけ る 野柒八 珍 0 中 
- 菊艙 S と芳 わければ 


蝶 も來 て' ic を 吸 ふ 菊* の 驗哉 
園 女亭に て 

* * - * 
白菊の- S . に 立て \ 見 る 座 4 なし 

八丁 堀に て * . 

t 

菊の花. 暌くゃ 石. 崖の 石の， 間 
堅 田® 瑞寺 に て、 ， ' 
朝 茶の ひ 僧靜か な 4 菊のは な 
山' 束の 五 荷 _ 三 朿ゃ菊 ，の を 
蓮 池の 主 翁 また 菊を 愛すき の ふ 
は 龍 山の 宴を 開きけ ふは 其 酒の 

* , _ i 五 七. 


w 


菊 


‘ i 八 

餘れ るを す、 めて 狂吟为 はぶれ ■ 
と なす 猶思ふ ■明 屯 誰かす fj やか 
iMC\ 4 f%J と ^ J’ # . •: J 

十六夜 ■のい づれか 今朝に 殘る菊 
秋を 經‘て 蝶 もな. める _や 菊の 露 

J 

生 玉 1 邊 ょ*^ 日. を. 藉 らして， 

菊に 出て 祭 rt と 雛 波は' 宵 月夜 

菊の 香. や 祭 良には， 古き' 郇逢 

* * 

菊の 香 や. 奈 K は 幾 世の m 振 
菊の 露 落ちて 拾へ ばぬ 加 ごかな 




11 峙に て 

菊の 香 ■にくら， が 4 上、. る 節句 哉 
左 柳亭に て - 
早く 暌け ，九日 4 近し， 宿‘ の齋 
' 如行亭 , 

瘦せ ながら わ-^ なき 菊の 荅哉 
折 ふしは 酢になる 菊の さかな 哉 
•草庵の 雨 ’ . •, •/.... 
起 上がる 菊 ほのか 也 水の あと 
- 山中 溫泉 ■ 

' " 一五 九 


水 




菌 


菊 苗水激 ： / 1: ハ 0 

山中 や‘ 菊は 手 折 £ ぬ 湯の 匂 ひ 
木因亭 

かく‘ れ家 •や ■月士 菊 どに 田 三 反 
菌狩や あぶない 事に 夕 時雨 
松茸 や 知らぬ 木の葉のへ ば i 付 
松茸 やかぶ れ* 程は 松の 形 
初 茸 やま. だ 日 數經 g 秋の. 露. 
初萁や もと 來し 道へ 又出づ る 
葱 なま r 3 し ■水 憨の 上の 鰌の， 瘍 


冬 ノ 

I * V 

小春. 月 ゆ 鏡 小春 R 見る や •目 正， 
寒の ■.入 月鸾の 愚に 铖立て ん寒の 入 
寒の 內 .乾 鮭， 空 也の 瘦も雀 の 中 
寒 綿弓 や， 窓. に， さし 入る •日の 寒き 

木 曾 殿と 背 •中 合せの 寒 S 哉， 
' 仙 化が 父の— . 
.軸の 色污れ て 寒し 濃 鼠 
:池下 の 茶店に て 

小# 寒 0 入 寒の 两寒. ■ * 二 六 一 ■ * 





, ，二 <11 1 
松葉を 焚いて 手拭 あぶる 寒 3 哉 
狼の. 人に 噴は る、 寒 ， S かな 
葱 洗 ひ 上げた る 寒 3 哉 
にょ， き-^ と 1 帆柱 寒き 入 y かな 
越 人と 苦 田の 驛にて ， ， 
寒け ■れど 二人 旅寢ぞ 賴母 しき 
冬 寒し 欠を. ぅ ■つす m の ■‘ ST 
鹽 鯛の齒 ぐき 1 寒し 魚 ■•の M 
夜着^ 寢て 雁が音 寒し 旅の t 



杜國亭 ic て 中惡き 人の ことな ど 

*■ 

と* 〇, つ く ^ ^ < * 


師 走 雪と 雪 今宵. 師 '走の 明月 か. 

■かくれけ & 师 .走の ■海の# 

* - * r ' 

.十二月 九日 一井 亭 . 

旅 ■寐 ょし/宿は 師走の‘ 夕月夜 
月 S き 師走は 子路が ‘ •寐覺 哉 
何に この師 定. .の 市に ゆ _ •く 烏、 
雨體雲 も 永 も 師走 かな 
ゆく 年 ゆく 布 や藥に 見た S 梅の 花 

師钜ゆ く 年 ■. 一六 H 


ゆく 半年の 暮 


年の 暮 


大苹の 夜 盜に あ；： 5 て 

梅干に 通‘ ふ 驚 哀れな 5 

蘇 賛 

ゆく & や 汝が 親の 小松寶 
くれく. て 儲を 徽 .の 記 寢哉 
忘れ 草 菜 飯に 摘まん 牢の篇 
分別の 底た、 ぎけ .の 霖 
乙 v jr 草鞋を とき かし 乙に 節を， 
捨て V 旅 寢なが £ に 年の暮れけ 
れ ，ば’：：.. ■• • ■ . 


,, .年薔 れぬ. 笠 着て 草鞋 穿き な. がら 

蛤の 生る ni 斐 & れ苹の 篇 
乞うて* くら a l うて くら w ^ す 
がに 苹の 暮れければ 
めて 度 人の 數 ■に 4 入らん 年の 暮 
盗人に， 逢うた 夜. i ぁ办笫 の 暮 
月 S との^* ば 6 け らし 1;: の 輝 
烺 鳥の こ \ K : .は 知 6 じ 卬の暮 
' な 6 にけ*^ な け 6 迄 年の 蘇 
皆拜め .二. 見の. 七五三-を 苹の慕 

年の 容 ：： . ■ H ハ 五- 


隊 .二 1-.— , 


年の ¥ 神の 旅 御 取 越 御 釤靴亥 の 子 奥 誠 . 一六 六 ■ 

* «. _ 

古里 や 臍の 緖にな く 部. ■の 恶 

* 4 

■ 十一月 初日 深 川の 舊草に かへ 6 
て 朝 寒 敵 兵の 而々 に® す 

r ■ 

都 出て 神 も旅寢 の 日數 ：哉 
水涕に ，誠 見せ .. け V 御. 取 越 
菊 . 雞頭き i . 盡し付 4 御影講 
御影講 お ほ. けな 事は 身延山 
锏影講 . や 油め やぅな ' 酒 五 升 
亥の子 畔物の 亥め 子の 餅 や 歸 花’ 
夷 r 講 •ふ 5 寶の雁 哀れ 也與講 


神の 旅 
御取邋 
御影 講 


I 


冬 爐 


夷講 酢赍だ 褚啬せ にけ 4 

. ..支 梁亭 P 切み 日 ‘ - - 

口.‘ 切 やた しか 內働は 小’ 紫 
.開' 爐 *開 や 左 ■官 老い ゆく、 蠻の霜 

かぐれ 居 5 ける 人を 慰めて 
. 籠 先' 祝へ 梅を 心の ふゆ 籠 
冬 籠 又 寄. 6 添は ん乙’ の， 柱 
後の世は いか V なる らん 冬 jl 
. 千 川亭 ‘ 

折 一々 に 伊吹を， 見て や 冬 0 

與諏熥 開 登 箍 一 六 七 


鉢 冬 冬 


冬 榧 冬 楛冬庭 鉢 叩 P 、. 八 

屛風に は 山を肅 いて 冬锻 

金.. ra の 松の 古び や 冬 籠 
. 膾洒堂 、 

湖水の 磯を 這； s 出て たる 田螺 芦 
. : 間の 蟹の 欽を 知れょ 牛* k も 馬 k 
‘ 4 踏まる ぐ > と 勿れ 

難， 波 律 や. 田螺の 蓋 パ も 冬 龍 
* 構 養. 虫 や 己； 3 と办の 冬 薄 
庭 冬 庭 や 月 も S となる 虫 ‘の 今 
叫 ，納 S きる ■音 暫し 待て 鉢 叩 




‘ 年 


餅 




長 嘯の 塚 もめぐ _る か 鉢 叩 
- 松風 や 犬の つ S 犮 る 鉢 ■叩 
餅を. 夢に 折 $ 結ぷ. 齒 •梁. の 草枕 
W . 明 も 三十日に 近し# の 音 
餅- 捣くや 朝. の 町の 朝 月夜 
0 年， 銨三人 寄 6 て , 喧嘩 かな 
4 州が 新.： 宅に. 春を 待ちて.. 
人に 家 •を 買は せて 我れ. は 年 忘 
年总 流る、‘ 年の 淀农ら ひ 
せつ かれて 年 忘す る 機嫌 哉 

鉢 叩 餅 年 忘： .... , H ハ 九， 


4 


煤 




.芈忘 垅の市 煤 播’ . ■ ' ■ * i 七 〇- 

洛御 靈別當 最 桃丸與 行 
半 H ゝは 神. を 友に や 年 忘 
■歲の 市 年の市 線香贾 に 出で ば やな 
- ,1 冰の 4 : i - 器， 買は む 部* の 市 
籍面を 人な 谷め そ 年の市 
掃 •煤 掃 や‘® れ .ゆく. 宿の 高 射 
. 煤 掃は 己が 棚つ る 大工 かな 
' 々•れ g を 力*®' て 着 ^ - なす、 は び 

4 1 

旅寢 して 見し や 辟 ffi の 煤 拂 
旅行 


煤 J- きは杉の木の問の胤哉. 
'行脚の 五. 器 一具灘 波に の 乙 r 说. 
きける を 年經て 路 ，通が おく 力け.. 
:る： を . • . ：‘ 
乙. れ命世 の 媒に染 •らぬ 右 食 xr • 
姥 等 ，子を 背 山 妹山麗 姥等聲 . 
■節 率 候 節季 候を 崔 'の 笑' メ 3 d ■立 哉 

節季 候の來 ては ■風雅 も. 師垂哉 
厄 拂 僞の 舌 に 骨. なし 尼‘ 挪 
古 曆ソ ぅか- 〇- と 部 霜る II や 古曆 

铋 猫 姥等 .節季 候 拒 拂 宙 曆 ' 一七 一 


埋 


探 梅 年 木 ^ 越 塊 ^ 




探 梅 

C ノ 

牢 木 
牢 越 


一士 二 


火 


香を. 趨 ■' .る： 梅に；？ 藏 .、見る" 軒端‘ 说 
ぅち 窬 - CV て 花活 3 ぐれ ■梅つ ばき 
須磨 の 蟹の. 年と ふ 多. の や 柴一 b 
ゆ-く 舟 や S づ AJ の ■滞に‘ 年 脱 6 ん 
11 吹 や 井手の 畏者を 牟の & 
と*, し， 波 や® の あ. ^ ぬの 伊勢 參 
梅 柳 だす か 雄の 御撫物 
ネ郎を . ぅ しなへ る.^ こ 

趣 火 も 消 ^ . や洒 の衰 ゆ* る 音 
曲翠 旅館, て， - . 


火 


. 规 火 や 壁には 客の 影； 法師 
0 . / 骨 柴やか くと 見る ょ 6 蝶 の •売 
1 一爐裡 ，..五つ 六つ 茶の) 子に 並ぶ 圍* 爐锂哉 ■ 

E - 0 •き 6 ぐ す g れ音に なく 火 燧かな 

硯 > のむ 祭 莨の 法師の. 旦熥哉 
‘ 住みつ か. ぬ， 旅 ■，の 心 キ置火 鐽 
柿 ■ぁら ■•がね： の 土 i & 起る 火桶 箏 
. 深 草. や M . れ 「も馑 草. 火鉢‘ 哉.. 
. 文 *^ . ら .3 乂 S ろば も. 書きて 火鉢 哉、 

古き. 世 ^ しの ひで '■.パ'' 

* // 

锂 火搰 園颯裡 ，巨熥 火桶 . 一 ^ 三 


炭， 衾 蒲 削 \ • _ 一七 四 , 
1]: め 後な でし こ 睽ける 火桶 哉 
小 野 炭 や 乎 習 ふ 人 の 灰せ、. 5 
消 炭に. 薪 薊る 音” か 小 野の 奥 
白 炭 ■やか‘ の 滞 岛. が 老 、の 宵 
着て 立てば. 夜の 衾 もなか. & け 6 
たのむ ぞょ寢 酒な き 夜 .Q :故 备 
* 胤 來寺 U 參籠 して 
'使 着 I つ 祈‘ 出 .して 旅‘ f 哉 
'•夜着は® し吳 天に 雪を 見る ぁ 6 ひ 
- . ‘かつ ぎ I 、 にす 蒲 ffl や 获き夜 や 喪き 


■.深 川 八 貧の 中 

頭 1 ' 巾.‘ 米 ■貧に 雪の/袋 や. 故 頭 
■ . 三面 大黑の . 讀 
■ 忘るな ょ 紙の 頭巾の j ? めぐ.、"®' 

頭巾 着た 顔 さし 己び や繩 すだれ： 
浈徳 翁の 讃 h , 一' • 

... .幻 や 知^ 0 * ぬ 翁の，*^ 頭巾 
紙 衣 ためつ けて 雪見に まかる 紙子 哉 
0 酒 千代‘ を 經 ，るてん 9 てん‘ つる 霰 酒. 
t 乾 ■ 乾 趣 .某 殿 は 毛庳人 

頭巾 紙 衣 鞍 溜 乾 鮭，. , . , 一七 五 
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\ 




時雨 


■ ‘ • I 七 六 

. i 時雨 礫 や降ケ 'て-小^ 一 rr 
ゆく 雲 や 犬の 逃狄村 時雨 
初 時雨 ■.都 H , わ' 为れ 桂" 
雞の ■聲 J - し’ ぐる、 牛屋か t 
'、桐 葉ぬ し 志 诚か 6 ざ . CV ければ 暫 
.く 丘 ま- b / とせし 程に ， ： 
此海に 草鞋 捨てん 笠し ぐれ. 
笠 4 な & 我を しぐ る、 か 己は 何と 
，枯蔗 に 何を 時雨の 葉# 哉 
摩 枕 犬 tp し r る V か 夜 乙 承 


• 波し. 呼ぶ 人は 我 •■な A 初 時雨 
, 人の 方へ勒 めて ゆき V * 卜 
初 時雨 初の 字を 我し ぐれ 哉 

■ I 

. 琪の '戸 や 我. もの顏 に ふ 在 時雨 

..•小 倉 山.' ‘ ■ ,- 

. 乂 ■ V に 來て假 1 孤 私らぬ しぐれ 哉 

.江 ^ を岀 ると て I 

■ 

. 旅人‘ と 我 4' 呼ば h ん 初‘ 時雨 
石に ■て 香龜 をぬ らす 時雨 哉 

‘ ' . 自肅讃 • . , 

啡 雨 _ ■一七 七. 


時 

雨 


- . r 七 八 r • 

寺 開く 坊主の 形 や •初 時雨 
美 濃 垂井矩 外が 許に て 
作 6 木の-® .を s . S める 時雨 哉 
蔦の 葉の 時. 爾に 時雨 降る 夜 哉 
一尾 根は し r る、 雲 か ■不 •二の. 雲 
上 •野から 時雨れ •て 來る や 軍 坂- 
萆庵 ， ^ 

■13 

A 々 をし ぐれょ 宿は 寒く とも 
時雨 降* る 柳の— H や 草の 道 
f 頭の 妻迎 へたる 時雨 か t 


.新 餽の 出を めて 早き しぐれ 哉 

1 

_ ‘ 村 障 雨て れふ れ町の 名なる べし 
山城へ 井手の 駕 借る 時雨 哉 
/ 火 吹 竹 音 や 時雨れ て 小一 2 T 飯 
, 十月 三日 許 六亭. 

. 今 0 計-^ 人 も 年寄れ 初 時雨 

噘 

’ . 島 田の 驛塚本 が 家— S た ， i て 
* 宿 か して 名を 名乘& する 時雨 哉 
, • •• 澁笠銘 . 

世に ふる， は 更 h 宗觚の 時 r 哉 

昤雨^ •/ 一七 九 



矾 


I 


' - 一八 〇 

時雨 行く や 船の 帆 •綱に' 取^: J て 
赌 雨 降る 笠 松へ つく EE なグけ ，i 
.馬 士は知 £ じ 時雨の 大井川 
. ■伊 贺の山 越 ， 、 ， 

初 - JP 雨 猿％ 小® を ほしげ な.^ 
峙爾 る、 令 田の •荒 株の . M む 避 
S づ乙傭 雨笠を R に 提 に て かへ る 僧 
.风の 町.， に も 入る や/嫁' 寶 
H 7): 吹き. や. るぅ しろす がた 哉 
风 や® 腫いた む 人の 顔 


據 X け / や 茶を H の 秋と も 七 ふ' て 
. 狂句 11 の 身は 竹 ♦齋に 似た る， 哉 
.，參 ，州 鳳 來券 . ： 
麻に 岩 吹き 尖る 彩 間.. 哉- 
竹齋. 諶 メ ' 

E や 竹に かく. れ V 靜嗦& ぬ 
■參州 刺 城 菅诏 權右衞 n 宅 
京. に：® ■て. 此 W や 冬 j : 居 
冬の 雨- 雁 さわぐ： jt . 1 羽の W 面 や 寒の 雨 
•h • _ 面白し. 雪に やならん 冬の 雨 

.甩 冬 ) 雨 / ，-. 一八 一 


•、霜 


箱 


. 一八 二 

紙 衣 k も. 霜 や® く かと 撫で V 見し 
あて 7P なく 5 つや 爾夜の をら 破 
杜國が 庵を 尋ねて ■. 

S れば 7 そ あれた ％ j ま、 の 霜の 宿 
霜 置きて. 衣片 しく揄 子 かな 
から/-^ と 折 > .し審 し 竹の 霜 
鎌 倉 R 谈 く A を 送る • • 
II を . gd んて 腿 JL びく 迄. おく-- =\け -CN 
貧 山の 签霜に 暗. く. 聲 寒し 
•夜す が S や 竹 氷ら •する 今朝 ゆ 爾 


\\ 深 川大橋 成就せ し 時 

* _ * ■ 

.有‘ 離 やいた^ S て 踏む 夜 ■の 霜 
火を 焚 s ■て 今宵は 屋根 _ 0 霜 消 3 ん 
初霜 や. 謂 冷ぇを. むる 腰の 綿 
し 病中 へ :. , ‘ 

藥の J 1 . 3 らで •も 霜の* 秋' 哉 

鹆鴒の 足 ■ど 4 輕し 橋の 霜 

# 

葛の 葉の 表. 見せけ 6 け 3 の 霜‘ 
か 5 て 寢ん .案 叫 子. の 袖 や 夜半の 霜 
稽- 田に， 霜の 花. 見る' 日 一' 哉 

J <三 


靈：‘ *- 一八 四. 
雲.’ 初. ■零. や 幸！^.. ^ に 食 か 〇 ■，あ る 
- V 旅 巾 ▲ ■ 

‘ ■初 雲 やひ じ-^. 小僧の 裳の 色 

•山中に 小 供に 遊び \ し ：‘ 

r 1 

_ 初霉 R , 兎の" 皮の 銳つ V く n 

’ 初. 雪， や 水仙の 葉の. ^ わむ 程 

, / 南都 R て' : ■ 
. 一 * . 

■ - j 初雪. や . S / つ 去 佛の柱 立 

深 川 大橋か た る.- 賭 ： 

, _ I 

, 初. 雪 十 かけ か、 6 * る 橋のぅ へ 


. : 名所. < B の.中 * 

松 |1 'や@}?の0\地の一衣くば办 
.ブ 寒 山- 窬， 贊フ /■ . • . 

庭は きて； 雲を 0 る、 辖哉 
• 鳴 海‘ の 驛本陬 業 雪亭に 泊 & ける 
. 狀飛. 鳥井雅 章の 君 都を 隔てと 詠 
みて あるじに 賜は 5 ける を 見て- 

B I r - . 

京 咬 •では まだ P 空 や •雪の 雲 
雲を.. 待. つ 上 H の 額い なびか-^ 
■ * みちの ぐ 名 M の. 中 猫 山 

, / - "一八 五‘： 


雲 


、 一 八 六 

山は 貓眠 >> u S セ. や 雪の ひま 
しぺれ を や％ どかしが -CV て 松の 雲 

雲 見に あ"^ き‘ て. ■ . , 

* , 

市人. R s V . 乙れ 賣らん 雪の 笠 
\ 子 k ■あくれ. たる 人 0 許 R て*, ' 
しを， れふす や. 世は， 逆の 雪. の， 竹 
今朝の 雪 1 恨 深を 園の 菜 哉 
黑森を 何 •と S ふと もけ S の 雪 
■，小町 書 讃.： ‘ 

■ r 

貴 さや 雪， ふ 6 ぬ a 1 琴と 笠 


書 賛 / 一 • . 

たね. みて は. 雲 待つ 竹の 景色 哉 

雪の 朝； 5 と & 乾 鰹を かみ. 得. た 5 
箱 ^ : 琴す 人^^ ある*'^ し 今 朝 の ^ 
雪の 竹 笛つ くるべ ぅ 節 あらん 
雲 白し S かさま， 3 保 0 冬 なれ や 
、旅人を 見る • 、 . . 

馬を さへ 眺' むる + 雪の あした： 哉 
雪. ふ 5 や 乞食 眺. めて 居る 乞食 

ぶれ 簑を .手柄に し为る 雪見 哉 
V * . 一八 ふ 




t 
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m 


. . : J 八 A 

熱 田の宮 御 修援‘ な-^ ぬ ：ヾ 
磨き 直す鎞 .も 淸 .し 雪： の 花 
大雪 や璀ひ と 4 I む 飯. の 家‘ 
竹 •の 雪 落ち* て 夜 嗚く雀 かな. 

. 去牢 の跎寢 を 思 出て 越 人に 贈る 
'一一 人 見.， し.© は 乙と しも 降 6 ける か . 

茶 白れ 脲 .る 子の 11: 讚. ^ ■ . 
穡れ t く_ 餐 ■♦きて 見ん 夜の 雪 
雲售 し m に 乘 ..ら g 我 身 かな 
其攻， .、に 折‘. らば や 折 ib : ん fe の 雲 


.比 良暮® " . 

3 _ をへ 雲 白衣の 天狗 比 良の 雪 

響 

罌 ■花ぬ 南の 枝' や ii H く， ら 

• , . ^ , 

庵に ぅ 〇 5 て • *.. 、 

深 ■川 や •膝 -こ しの.® 薇 雲 か 7 以 

常 僧む 烏 も ■ の あした 哉 

, / < ，■: 

雪の 日 JC 61 る 顔 枯れね 日陰 -. m 
湖水 眺嚷 , / : 

& a ll -r 上. 雲 かけわたせ 1 ? の 橋 

4 邏 J * 

對友入 看 良，/ , : V 

•: 九 


0 ^ , 二 九〇 

君 火 ^ . けょ き 4 の JL - せ 1 C 雪 九 

。孽 庵に 士ぁ -CN . ' . 

， , ,1 - 

. . 木 枕 •の 油 T ぬぐ ふや 夜'. の 雪. 

いざ 3 らば 雲 見に NJ みぶ 所 迄 

■ 一 

雪の 日 や 羅秒の 羽織 ic た、 き 鞘 

fc ■ 

_ ■の' め ば； いと- > 寐 6 れ ぬ 夜の 雲 
, 湖水から 光 6 出しけ. 6 比 良の 雪. 
信 濃を m r る. 時..‘ ■ 

雪散るや穂麗の芒の刈5殘し 

一*** . 

签 0 緖や 咽く a ^ o る 不二の 雪 


被 嵐 


, おのが 音の 誰 人と な ひ仳に さた • 

* « 

，へ ■せられて 老の 後志 賀の 里 { C かぐ. 

" ■ - f ^ 

れ侍 6 しとな な 今 大津松 本 あたへ 

' A 智 月と S ふ 老尼の .許. に 尋 Q て 
， * 

J r . < 

• か、 る 事な ど 語 6 出て け . 5 -9 S 

_ 咐 

. .であ もしろ ければ . 
■少將 の 尼/ のはな ■しや 志. 賀の 雪’ 
■炊に 一一 琶き. く W ■の 風 •哉 
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